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京
都
大
原
の
山
林
文
書

(
四
)
木
村
宗
右
衛
門
に
よ
る
御
入
木
山
支
配
を
中
心
と
し
て

京
都
市
左
京
区
大
原
は
、
か
つ
て
京
都
市
中
へ
柴
や
薪
を
供
給
し
て
き
た

地
域
で
あ
る
。
筆
者
ら
は
、
大
原
の
山
林
及
び
林
産
物
に
関
連
す
る
史
料
の

翻
刻
作
業
を
進
め
て
き
た
。
第
一
報
で
は
、
木
柴
の
生
産
及
び
京
都
へ
の
販

売
に
か
か
わ
る
史
料
に
つ
い
て
、
第
二
報
で
は
、
大
原
の
山
林
文
書
を
整
理

す
る
な
か
で
度
々
登
場
す
る
御
入
木
山
代
官
木
村
宗
右
衛
門
に
か
か
わ
る
史

料
に
つ
い
て
、
第
三
一
報
で
は
、
木
村
宗
右
衛
門
支
配
の
御
入
木
山
に
か
か
わ

る
山
林
売
買
関
係
史
料
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
翻
刻
結
果
を
紹
介
し
た
。

さ
て
、
御
入
木
山
代
官
木
村
宗
右
衛
門
に
よ
る
御
入
木
山
支
配
の
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
詳
し
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
第
二
報
で

は
、
木
村
宗
右
衛
門
に
よ
る
御
入
木
山
巡
見
の
様
子
を
紹
介
し
た
。
木
村
宗

右
衛
門
一
行
の
巡
見
は
、
現
地
に
お
い
て
最
も
重
要
な
出
来
事
の
一
つ
で
あ
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
三
報
で
み
た
よ
う
に
、
御
入
木
山
に
か

か
わ
る
山
林
売
買
に
あ
た
り
木
村
宗
右
衛
門
に
届
出
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
御
入
木
山
支
配
は
現
地
巡
見
と
山
林
取
引
の
報
告
だ
け
で
は
な
い
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
大
原
の
山
林
文
書
の
多
く
に
木
村
宗
右
衛
門
の
名
前
が

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
文
書
を
通
じ
て
御
入
木
山
支
配
の
大

体
の
姿
を
知
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
木
村
宗
右
衛
門
に
よ
る
御
入
木
山
支
配
及
び
御
入
木
山
に
関
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連
す
る
史
料

一
九
点
に
つ
い
て
翻
刻
結
果
を
示
す
。
史
料
は
年
代
順
に
古
い

も
の
か
ら
新
し
い
も
の
へ
と
配
置
し
た
。
史
料

一
九
は
作
成
年
不
詳
の
た
め
、

最
後
に
掲
載
し
た
。
史
料
の
作
成
年
は
、
最
も
古
い
も
の
が
延
宝
七
年
(
一

六
七
九
)
、
最
も
新
し
い
も
の
が
明
治
七
年
(
一
八
七
四
)
で
あ
る
。
史
料

一
1
四
、
七

1
一
一
は
勝
林
院
文
書
、
史
料
玉
、

一
二、

三
二
、
一
九
は
大

原
自
治
会
文
書
、
史
料
六
、
一
七
は
大
長
瀬
町
文
書
、
史
料

一
四
は
勝
林
院

町
文
書
、
史
料

一
玉
、
二
ハ
、
一
八
は
来
迎
院
町
文
章
一回
で
あ
る
。

史
料
は
内
容
か
ら
み
て
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
、

一
つ
は
、

御
入
木
山
支
配
に
あ
た
り
作
成
さ
れ
た
様
々
な
帳
面
、
山
林
の
場
所

一
覧
で

あ
る
。
主
に
村
別
に
作
成
さ
れ
た
も
の
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
特
定
年
に
お

け
る
大
原
全
体
に
わ
た
る
も
の
は
な
い
。
こ
の
帳
面
類
に
該
当
す
る
も
の
は
、

史
料
一

1
四
、
六
、
七
、

一
O
、

一
一、

一
七
の
九
点
で
あ
る
。
も
う
一
つ

の
区
分
は
、
御
入
木
山
に
か
か
わ
る
様
々
な
出
来
事
を
示
す
文
書
で
あ
る
。

木
村
宗
右
衛
門
あ
て
の
文
書
(
史
料
八
、
九
)
も
あ
れ
ば
、
文
中
に
木
村
宗

右
衛
門
の
名
前
あ
る
い
は
御
入
木
山
と
い
う
記
述
が
あ
る
も
の
も
あ
る
(
史

料
一
二

1
一
回、

一
八
)
。
史
料
玉
、

一
玉
、
二
ハ
、

一
九
は
御
入
木
山
に

お
け
る
伐
採
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
本
報
告
に
収
録
す
る
こ
と
と
し
た
。

以
下
、
上
記
の
区
分
別
に
、
史
料
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
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帳
面
類
で
あ
る
が
、
記
載
対
象
の
山
林
の
範
囲
に
よ
り
、
大
原
全
体
(
史

料
四
)
、
勝
林
院
(
史
料
一

1
三
、
七
、

一
O
、一

一
)
、
大
長
瀬
村
(
史
料

六、

一
七
)
に
分
け
ら
れ
る
。
大
原
全
体
が
関
係
し
て
い
る
史
料
四
は
元
文

五
年
(
一
七
四

O
)
の
も
の
で
あ
る
。
史
料
の

一
部
が
大
き
く
破
損
し
て
い

た
た
め
判
読
不
能
の
箇
所
が
あ
る
も
の
の
、
木
村
宗
右
衛
門
が
大
原
の
御
入

木
山
よ
り
毎
年
上
納
さ
れ
る
黒
木

一
万
二
千
把
の
内
訳
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

第
三
報
で
示
し
た
よ
う
に
、
山
林
売
買
に
よ
り
村
別
・
寺
院
別
の
黒
木
上
納

数
は
変
化
し
て
い
る
。
元
文
五
年
の
黒
木
上
納
把
数
に
つ
い
て
村
別
・
寺
院

別
割
合
を
計
算
す
る
と
、
勝
林
院
村
り
二
・
九
%
と
来
迎
院
村
の
一

二

六
%
が
多
い
。
こ
れ
に
大
長
瀬
村
の
七
・
九
%
を
加
え
る
と
、

一二
村
で
玉
一

四
%
と
半
分
強
を
占
め
る
。
寺
院
分
と
し
て
は
、
来
迎
院
が
七
・
七
%
、
勝

林
院
が
七
・
二
%
で
、
両
者
合
わ
せ
て

一
四
・
九
%
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
で

は
、
構
成
比
の
高
い
順
に
、
上
野
村
が

一
三
・
四
%
、
小
出
石
村
が
七
・
三

%、

戸
寺
村
が
五
・

一
%
、
草
生
村
が
四
・
九
%
、
井
出
村
が
二
・
六
%
、

野
村
が

0
・
四
%
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
勝
林
院
に
つ
い
て
古
い
順
に
紹
介
す
る
。
史
料
一
は
延
宝
七
年
(
一

六
七
九
)
の
目
録
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
は

「御
入
木
山
」
、

「木
村
宗
右
衛

門
」
と
い
う
記
述
は
な
い
も
の
の
、
山
別
に
黒
木
の
上
納
把
数
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
勝
林
院
本
堂
一
四
七
把
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

御
入
木
山
に
関
す
る
目
録
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
目
録
に
は
、
山
別
に
石
米

が
示
さ
れ
て
い
る
。
石
米
に
つ
い
て
は
、

「三
年
林
」

「五
年
林
」
と
い
っ
た

表
記
が
注
目
さ
れ
る
。
勝
林
院
本
堂
の

「う
へ
山
」
を
み
る
と
、

「六
石
」

で

「三
年
林
」
、
従
っ
て
、

「年
一一
二
石
」
と
な
る
。
山
ご
と
に
石
米
の
量
が

決
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
何
年
分
割
と
す
る
か
が

「O
年
山
」
と
い
っ
た
形

で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

「O
年
林
」
と
い
っ
た
表
現
は
、

大
原
の

他
の
山
林
文
書
の
な
か
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

史
料
二
は
元
禄
八
年
(
一
六
九
五
)
の
も
の
で
あ
る
。
山
の
名
称
、
四
至

(
東
西
南
北
の
境
界
)
、
勝
林
院
内
の
管
理
区
分
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
黒
木

の
上
納
把
数
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
史
料
三
は
元
禄

一
五
年
(
一
七
O
二
)

の
も
の
で
、
表
紙
に
大
原
八
か
村
・
小
出
石
村
・
勝
林
院
・
来
迎
院
の
名
前

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
大
原
全
体
に
及
ん
で
い
る
点
で
は
史
料
四
と
同
じ
で

あ
る
が
、
山
林
の
所
在
場
所
が
四
箇
所
(
見
谷
、
高
瀧
、
伊
主
谷
、
古
智
谷
)

に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
上
納
黒
木
の
総
数
は
四
三
七
二
・
一

一
六
把
で
、

大

原
で
納
め
る
黒
木
の
一二
六
・
四
%
相
当
で
あ
る
。
本
史
料
に
は
、
こ
の
四
箇

所
の
御
入
木
山
の
う
ち
勝
林
院
関
係
箇
所
の
山
名
、
四
至
、
黒
木
の
上
納
把

数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

史
料
七
は
享
和
三
年
(
一
八
O
三
一
)
の
も
の
で
、
勝
林
院
の
う
ち
宝
泉
院

分
に
つ
い
て
、
山
名
、
四
至
、
黒
木
の
上
納
把
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
史

料一

O
は
文
化
十
年
(
一
八

二
二
)
の
も
の
で
、
本
堂
・
普
賢
院
・
理
覚
院
・

宝
泉
院
・
実
光
院
別
の
山
名
と
黒
木
把
数
の
合
計
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
史

料

一
一
は
文
政
四
年
(
一
八
二
一
)
の
も
の
で
、
内
容
は
史
料

一
O
と
同
様

で
あ
る
。
文
化

一
O
年
で
は
一
五
三
三
・
四
六
把
(
十
三
一
か
月
分
)
だ
っ
た

も
の
が
、
八
年
後
の
文
政
四
年
に
は
一
六

O
九
・
二
七
把
(
同
)
と
な
っ
て

お
り
、
約
五
%
増
加
し
て
い
る
。

史
料
六
と
史
料
一
七
は
大
長
瀬
村
の
御
入
木
山
に
関
す
る
も
の
で
、
史
料

六
が
天
明
四
年
(
一
七
八
四
)
、
史
料

一
七
が
慶
応
三
年
(
一
八
六
七
)
の

も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
山
名
、
場
所
、
黒
木
の
上
納
把
数
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
場
所
に
つ
い
て
、
史
料
六
で
は
四
至
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
史
料
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一
七
で
は
谷
の
名
前
な
ど
が
簡
単
に
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
黒
木
の

上
納
把
数
の
合
計
を
み
る
と
、
天
明
四
年
に
は
四
六
二
・
八
八
把
、
慶
応
三

年
に
は
四
四
三
・
八
把
と
な
っ
て
い
て
、
八
三
一
年
間
で
四
・
一
%
の
減
少
を

示
し
て
い
る
。
大
原
全
体
に
お
け
る
山
林
移
動
に
関
す
る
検
討
は
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

以
下
で
は
、
御
入
木
山
に
か
か
わ
る
帳
面
以
外
の
史
料
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。
ま
ず
、
史
料
八
と
史
料
九
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
文
化
三
年
(
一
八

O

六
)
の
も
の
で
、
勝
林
院
内
の
御
入
木
山
で
発
生
し
た
山
崩
れ
に
か
か
わ
る

も
の
で
あ
る
。
ど
こ
で
山
崩
れ
が
発
生
し
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
土
砂
の
流

出
防
止
策
を
講
じ
た
の
か
に
つ
い
て
、
勝
林
院
が
木
村
宗
右
衛
門
に
届
出
を

行
っ
て
い
る
。
御
入
木
山
の
持
主
は
山
林
を
適
切
な
状
態
に
維
持
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
木
村
宗
右
衛
門
の
側
と
し
て
も
、

災
害
発
生
時
に
は
災
害
の
発
生
状
況
を
把
握
し
、
そ
の
後
の
林
地
保
全
策
を

確
認
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
史
料
八
に
は
、

「川
筋
ニ
而
ハ

無
之
事
」
と
の
記
述
が
あ
り
興
味
深
い
。
河
川
へ
の
二
次
災
害
の
可
能
性
が

な
い
こ
と
を
同
時
に
報
告
し
て
い
る
。

史
料
二
一

1
一
四
は
、
木
村
宗
右
衛
門
あ
て
の
報
告
文
書
で
は
な
く
、

御

入
木
山
に
か
か
わ
る
様
々
な
決
ま
り
事
な
ど
を
示
唆
す
る
文
章
一日
で
あ
る
。
内

容
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
木
村
宗
右
衛
門
に
よ
る

大
原
の
山
林
支
配
を
検
討
す
る
上
で
興
味
深
い
記
述
を
含
ん
で
い
る
。
ま
ず

史
料

一
二
を
み
る
と
、
こ
れ
は
天
保
六
年
(
一
八
三
五
)
の
も
の
で
、
「
大

原
郷
九
ケ
村
者
無
印
札
ニ
而
柑
業
到
」
で
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
、

大
原
八
か
村
に
小
出
石
村
を
加
え
た
九
か
村
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

最
初
の
ほ
う
に
、
黒
木
上
納
の
経
緯
に
つ
い
て
、

「御
上
洛
之
節
、

候
御
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城
御
室
室
所
江
黒
木
上
納
仕
候
御
吉
例
ニ
御
座
候
処
、
常
々
御
用
無
御
座
候
ニ

付
、
黒
木
御
木
御
運
上
銀
上
納
仕
候
様
被
為
仰
付
候
ニ
付
、
御
用
木
之
外
を

伐
出
し
買
捌
、
右
代
銀
ヲ
以
、
黒
木
御
運
上
銀
調
達
到
、
年
々
木
村
惣
左
衛

門
様
御
役
所
江
上
納
仕
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
大
原
は
、
御
入

木
山
に
関
連
し
伐
採
を
行
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
史
料
二
一
で
は
御
入
木

山
以
外
で
の
柚
業
の
扱
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
大
原
内
の
御
入
木
山
以

外
で
の
村
業
を
指
す
の
か
、
大
原
以
外
で
の
柑
業
を
指
す
の
か
は
っ
き
り
し

な
い
。
こ
の
文
書
の
宛
先
と
な
っ
て
い
る

「京
十
三
一
組
役
仲
ケ
間
」
は
興
味

深
い
も
の
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。
史
料

三
二
も
同
じ
く
天

保
六
年
(
一
八
一二
五
)
の
も
の
で
、
内
容
は
史
料

一
二
と
関
連
す
る
も
の
で

あ
る
。

史
料

一
四
は
安
政
四
年
(
一
八
五
七
)
の
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
奥
山
を

め
ぐ
る
炭
焼
き
関
係
の
取
り
決
め
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
、
小
出
石
村
か
ら

木
村
宗
右
衛
門
あ
て
に
炭
焼
き
の
願
い
出
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
文
中
に
は
、

「別
紙
願
面
」

「絵
図
面
之
通
リ
炭
焼
之
義
」
と
あ
り
、
本

文
書
と
は
別
に
添
付
の
文
書
・
図
面
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ

ら
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
木
村
宗
右
衛
門
は
支
配
す
る
御
入
木
山
に
お
け

る
炭
焼
き
に
つ
い
て
も
許
可
を
与
え
る
立
場
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

史
料

一
八
は
明
治
七
年
(
一
八
七
四
)
の
も
の
で
、
田
地
山
林
家
屋
敷
の

譲
渡
に
関
連
し
、
木
村
宗
右
衛
門
の
名
前
が
出
て
く
る
。
天
保
六
年
(
一
八

三
五
)
の
年
号
の
入
っ
た
第
一
号
証
書
に
は
、
「
尤
山
林
之
儀
ハ
、
御
支
配

京
都
木
村
様
御
役
所
、
田
地
建
物
等
之
儀
ハ
、
御
地
頭
宮
様
御
役
所
、
右
御

両
所
江
譲
リ
取
候
而
モ
差
障
リ
ニ
相
成
不
申
候
哉
之
儀
相
伺
、
差
支
無
御
座

候
儀
ニ
有
之
候
者
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
家
屋
敷
の
譲
渡
に
あ
た
り
、
山
林

li'O 
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分
に
つ
い
て
は
木
村
宗
右
衛
門
の
許
可
を
必
要
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

残
り
の
史
料
玉
、

一
玉
、
一
六
、
一
九
は
御
入
木
山
に
お
け
る
伐
採
に
何

ら
か
関
係
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
史
料
玉
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
和

六
年
(
一
七
六
九
)
の

「御
触
書
留
」
か
ら
の
抜
書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
そ

の
も
の
は
人
足
を
出
す
こ
と
に
関
連
し
大
原
八
か
村
の
問
で
決
め
た
こ
と
が

書
い
て
あ
る
も
の
だ
が
、
何
の
た
め
の
人
足
か
と
い
う
と

「御
用
木
品
見
分
」

と
な
っ
て
い
る
。
「
御
普
請
役
元
〆
代
リ
、
吟
味
方
、
木
村
宗
右
衛
門
手
代
、

其
外
棟
梁
共
」
が
大
原
に
来
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
普
請
が
あ
っ
て
、
そ
こ

で
用
い
る
木
材
を
御
入
木
山
に
て
調
達
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
御
入
木
山
全
体
の
巡
見
と
は
別
に
、
御
入
木
山
内
の
御
用
木

使
用
に
か
か
わ
る
現
地
確
認
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
史
料
一
九
は

作
成
年
不
詳
の
断
簡
で
あ
る
。
御
入
木
山
の
手
前
で
大
き
な
材
を
伐
採
し
た

と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
「
御
入
木
山
δ
右
林
位
之
大
材
を
丸
木
ニ
而
持
出

候
義
及
見
聞
不
申
候
、
尤
長
サ
弐
三
間
廻
リ
三
四
尺
計
之
小
木
井
割
木
杯
者

随
分
運
送
罷
在
候
義
ニ
御
座
候
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

御
入
木
山
と
い
っ
て

も
場
所
に
よ
り
状
況
は
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
御
入
木
山
に
必

ず
し
も
大
木
が
残
っ
て
い
た
と
い
え
る
わ
け
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
史
料

一
五
と
史
料
二
ハ
は
と
も
に
慶
応
元
年
(
一
八
六
五
)
の
も
の
で
、
黒
木
運

上
を
め
ぐ
る
覚
書
で
あ
る
。
史
料

一
五
で
「
下
入
木
」
と
い
う
表
現
が
使
用

さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
、
第
四
報
に
お
い
て
は
、
木
村
宗
右
衛
門
支
配
の
御
入
木
山
に
お
け

る
山
林
管
理
に
関
係
す
る
文
書
の
翻
刻
結
果
を
掲
載
し
た
。
黒
木

一
万
二
千

把
の
上
納
を
受
け
る
と
い
う
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
山
林
管
理
業
務

を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
御
入
木
山
に
か
か
わ
る
台
帳
類
は
村
別
、

四

寺
院
別
、
あ
る
い
は
特
定
の
場
所
に
あ
る
山
林
を
対
象
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
一
部
に
は
、
木
村
宗
右
衛
門
に
上
納
す
る
黒
木
把
数
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
御
入
木
山
内
で
の
山
林
取
引
を
把
握
し
、
御
入
木
山
内
の
伐
採
、
炭
焼

き
な
ど
の
形
で
の
利
用
に
つ
い
て
も
許
可
を
出
し
て
い
た
。
ま
た
、
黒
木
上

納
や
伐
採
と
い
っ
た
林
業
生
産
活
動
以
外
に
、
土
砂
災
害
時
の
報
告
と
復
旧

策
の
報
告
を
求
め
る
な
ど
林
地
保
全
に
も
か
か
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

御
入
木
山
代
官
木
村
宗
右
衛
門
に
よ
る
様
々
な
山
林
管
理
に
つ
い
て
は
、
他

の
支
配
地
域
に
お
け
る
山
林
関
係
文
章
一日
も
参
考
に
し
つ
つ
検
討
を
す
す
め
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
分
析
結
果
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
報
告

し
た
い
。

イ寸
記
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勝
林
院
文
書
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
宝
泉
院
代
表
役
員
藤
井
宏
八
王
氏
の
承
諾
を
得
た
。

史
料
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
大
原
古
文
書
研
究
会
の
上
田
寿

一
氏
、
下
村
千
恵
子
氏
、

山
室
荘

一
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
史

料
五
、
二

一1
一
四
は
大
原
古
文
書
研
究
会
会
報
に
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

注
(
1
)
田
口
標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生
「
京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
ご
」

『
生
物
資

源
経
済
研
究
』
第
二
一
一号、

一
一
一
一t
二

三
四
頁
、
二

O
O八
年
。

(
2
)
田
口
標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生
「
京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
二
)
御
入
木
山

代
官
木
村
宗
右
衛
門
を
中
心
と
し
て
」
『
生
物
資
源
経
済
研
究
』
第
一
四
号
、

一

四
二

1
一
九
四
頁
、
二

O
O九
年
。

(
3
)

田
口
標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生
「
京
都
大
原
の
山
林
文
書
三
二
御
入
木
山

に
お
け
る
山
林
売
買
を
中
心
と
し
て
」
『
生
物
資
源
経
済
研
究
』
第
一
五
号
、
九



四
1
一
二
六
頁
、
二
O
一
O
年。

(
4
)
木
村
宗
右
衛
門
の
名
前
は
時
代
に
よ
り
宗
右
衛
門
、
惣
右
衛
門
、
宗
左
衛
門
、
惣

左
衛
門
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
き
た
(
田
口

・
松
下

・
宇
野
(
二

O
O九
)
注
二
)

0

本
報
告
で
も
、
木
村
宗
右
衛
門
(
史
料
四

1
六
、
八

1
一
O
、

一
四、

一
七)、

木
村
宗
左
衛
門
(
史
料

一
ご
、
木
村
惣
左
衛
門
(
史
料

一
二、

二
二
)
、
木
村
源

之
助
(
史
料
三
)
と
い
う
名
前
が
出
て
く
る
が
、

報
告
で
の
記
述
は
、
既
報
と
同

じ
く
木
村
宗
右
衛
門
で
統

一
し
た
。

(5
)
勝
林
院
村
に
つ
い
て
は
山
数

一
九

O
筒
所
に
対
し
、
内
訳
の
合
計
は
九

O
筒
所
と

な
り
、
総
数
と
内
訳
の
合
計
に
百
箇
所
の
違
い
が
あ
る
。
勝
林
院
村
の
黒
木
上
納

把
数
の
把
以
下
の
部
分
は
判
読
困
難
で
あ
っ
た
が
、

四
厘
と
判
断
し
た
。
黒
木
の

上
納
把
数
の
合
計
は

一
万
二
千
把
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
集
計
の
結
果
、

一
万

一
九
九
九
把
六
分
と
な
り
、
四
分
の
差
、
が
生
じ
た
。

(6
)
木
村
宗
右
衛
門
が
大
原
よ
り
上
納
さ
れ
る
黒
木
が

一
万
二
千
把

(
一
二
ヶ
月
分
)

で
あ
る
こ
と
は
、
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
上
巻
』
(
清
文
堂
、
二
一
一
五
頁
、

一
九
七
三
年
)
に
記
さ
れ
て
い
る
。

(7
)
前
掲
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
上
巻
』
で
は
、
黒
木
一

万
二
千
把
を
上
納
す

る
地
域
と
し
て
城
州
北
大
原
分
(
戸
寺
村

・
上
野
村

・
大
長
瀬
村

・
来
迎
院
村

・

同
寺
中
、
勝
林
院
村

・
同
寺
中

・
小
出
石
村
)
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
史
料
四
で

は
、
こ
れ
ら
六
村
二
寺
院
だ
け
で
は
な
く
井
出
村
、
草
生
村
、
野
村
の
三
村
も
含

ま
れ
て
い
る
。
両
史
料
の
相
違
点
の
解
明
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

(8
)
江
戸
時
代
の
大
原
郷
は
、
勝
林
院
村
、
来
迎
院
村
、
大
長
瀬
村
、

上
野
村
、
戸
寺

村
、
草
生
村
、
野
村
、
井
出
村
の
八
か
村
か
ら
な
っ
て
い
た
。
山
林
関
係
の
文
書

で
は
、
こ
れ
に
小
出
石
村
を
加
え
た
九
か
村
に
関
す
る
文
書
も
多
い
。

(
9
)
第
二
報
に
て
紹
介
し
た
よ
う
に
、
御
入
木
山
の
な
か
に
は
御
用
木
と
い
う
特
定
の

林
木
が
あ
り
、

山
名
、
樹
種
、
大
き
さ
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

(ω
)史
料
五
の
作
成
年
月
と
同
じ
明
和
六
年
七
月
に
は
、

「木
数
改
帳
」
が
勝
林
院
か

ら
木
村
宗
右
衛
門
あ
て
に
出
さ
れ
て
い
る
(
第
二
報
、
史
料
一二
)
。
何
ら
か
の
普

請
に
あ
た
り
勝
林
院
内
の
御
用
木
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
御
用
木
の
現
況
報

告
が
求
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(日
)
史
料

一
五
で
は
、
御
入
木
の
数
を
一
不
す
「
把
」
に

「抱
」
と
い
う
文
字
が
使
用
さ

田
口

標

・
松
下
幸
司

・
宇
野
日
出
生

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)

〔杷

カ
〕

れ
て
い
た
。
翻
刻
に
際
し
て
は
、
「抱
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
煩
雑
さ

を
避
け
る
た
め
、
す
べ
て

「把
」
と
表
記
し
た
。

(ロ
)
史
料
五
は
、
松
下
幸
司

・
田
口
標
「
大
原
の
御
入
木
山
か
ら
の
木
材
調
達
に
関
す

る
史
料
」
『
文
化

・
大
原
』
(
大
原
古
文
書
研
究
会
)
第
七
三
号
、
二

O
一
一
年。

史
料

一
二、

二
二
は
、
『
大
原
古
文
書
研
究
』
第
二
六
号
、
二

O
O
七
年
。
史
料

一
四
は
、
同
第
二
九
号
、
二

O
O七
年
。

凡
例

一、

翻
字
に
あ
た
っ
て
は
、
読
み
や
す
い
本
文
の
作
成
を
目
的
と
し
て
、

し
た
が
っ
た
。

(
1
)
原
則
と
し
て
、
現
代
常
用
の
字
体
を
用
い
、
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
な
お
し
た

が
、
合
字
の

「δ
」
は
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。

(2
)
仮
名
の
清
濁
は
原
本
に
し
た
が
っ
た
。
ま
た
、
読
点
は
筆
者
が
適
宜
補
っ
た
。

(
3
)
抹
消
は
抹
消
記
号

「ミ」

を
用
い
て
一不
し
、
訂
正
後
の
文
字
を
行
聞
に
翻
字
し

た。

(
4
)
虫
欠
損
等
に
よ
る
不
可
読
文
字
は、

字
数
を
推
し
て

「口
」
「円

U
」
で
あ
ら

わ
し
た
。

(
5
)
筆
者
に
よ
る
注
記
は
、
文
字
注

を

〔

〕

に
、
説
明
注
を
(
)
で
示
し
た
。

一、

文
章
の
体
裁
は
、
原
本
に
し
た
が
う
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
印
刷
の
都
合
に
よ
り

改
め
た
も
の
も
あ
る
。

以
下
の
原
則
に

1G8 

宇松田
野下口
日
出幸
生司標

京
都
大
学
農
学
研
究
科
生
物
資
源
経
済
学
専
攻

京
都
大
学
農
学
研
究
科
森
林
科
学
専
攻

京
都
市
歴
史
資
料
館(

受
理
日
二
O
一
一
年

一
月
八
日

五
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【
ニ
延
宝
七
年
勝
林
院
分
山
目
録

(
表
紙
)

「己

延

宝

七

年

勝
林
院
分
山
目
録

未

十
二
月
三
日

勝
林
院
本
堂
(
印
)

て

う
へ

山

一
、
あ
ふ
か
め
谷

一
、
う
は
谷
五
把
半

あ
ふ
ら
四山
把

(
付
筆
)

「う
へ
山ケ
所

(
付
筆
)

「あ
ふ
か
め
谷

ケ

所

石
米
付

六
石年
ニ
弐
石

年
林

壱

石

八

斗

五

年

林

年
ニ
一二
斗
六
升

五
年
林

壱
石年
ニ
弐
斗

八

斗

五

年

林

年
ニ
壱
斗
六
升

十十
八七
把把

六七
把把
半

四五
把把

一
、
な
ち
を

、

口
と
』

十き
七
わ

奥
と
』

四き
把
半

ノ、

年

守三ゴ

石
八
斗
七
升
玉
メL
口

三二五六
わわわわ

拾
玉
石

八
年
林

五

石

八

年

林

年
ニ
六
斗
弐
升
五
合

五

壱

石

五

斗

九

年

林

年
ニ
壱
斗
六
升
六
合

わ

米
高
合
一二
拾
壱
石
壱
斗

山
数
〆
拾
弐
ケ
所

此
黒
木
百
四
十
七
把

壱
ヶ
年
ニ
玉
石
三
斗
八
升
六
合

四ミ弐壱
わそわわ
ミ半半

五日十う
十あ 三へ
把くわ山
り半
や

弐
わ
半

雲弐大十奥
八か十か八あ
把原四け把く
把り

や

北
十瀧
九
十巴

一
、
さ
き
や
七
わ

宝
泉
房
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弐五
年石 年石
ニ エ玉
ノ¥ 乍三三L
斗石!

六八
升 o斗 O
六三ミ五三三ミ十三
合年号十若年ミ三年

林寺把云林主林
口 一「

壱
石
五
斗

年
ニ
玉
斗

三

石

玉

斗

四

年

林

年
ニ
八
斗
七
升
五
合

壱
石
五
斗

年
ニ
一二
斗

五
年
林

三
石
玉
斗

年
ニ
七
斗

五
年
林

壱

石

弐

斗

五

年

林

年
ニ
弐
斗
四
升



六

石

五

年

林

年
ニ
壱
石
弐
斗

五

斗

六

年

林

年
ニ
八
升
三
一合

壱

石

八

斗

六

年

林

年
三
二
斗

八

斗

八

年

林

年
ニ
壱
斗

弐

石

玉

斗

八

年

林

年
三
二
斗
壱
升
弐
合

米
高
合
三
拾
八
石
一二
斗

壱
ヶ
年
二
八
石
七
斗
九
合

一
、
市
の
瀬

て

う
つ
ろ
ほ
う
す

一
、
す
の
こ
谷

一
、
谷
中

、

の
た

一
、
あ
ふ
ミ
坂

(
付
筆
)

「十
四
石

八

石

五

年

林

年
ニ
壱
石
六
斗

一
、
坂
し
り

一
、
は
し
ら
谷

一
、
は
け
の
谷

一
、
長
は
さ
ま

、

こ
し
山

一
、
な
ち
を
口

年石

四
斗
弐
升

八七七
台年年
林林

五
斗

七
石年
ニ
壱
石

七
年
林

壱

石

六

斗

六

年

林

年
ニ
弐
斗
六
升
六
合

壱

石

五

斗

六

年

林

年
ニ
弐
斗
玉
升

弐
石
四
斗

年
ニ
四
斗

六
年
林

(
付
婆
)

「
山
数
十
弐
ケ
所
也

但
野
村
山
壱
ケ
所
〆
十
一二
ケ
所

壱
斗
玉
升

年
弐
石
八
斗
」

一
、
は
ん
は
谷

て

と
』
き

、同
ミ所

一
、
大
岩

理
覚
房

一
、
お
し
か
原

リL三 号七 ミ三町

ミ年ミ斗斗 ミ年 号斗年ミ石云
ミニ ミニ ミ玉ミ九六
号壱 ミ壱ミ六 ミ斗ミ斗斗
ミ-t斗そ斗 ;玉
と雪 五そ升
ブ-r升 ミ七
叩七 i七号七ミ合ミ七←
守合年 、合キ ミ年半
林 寺林ミ林林

一
、
西
さ
き
や

一
、
東
さ
き
や

一
、
こ
や

一
、
ゑ
ん
ミ
ゃ
う
山

田
口

標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)

六
わ
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玉

石

四

年

林

年
ニ
壱
石
弐
斗
五
升

六

石

四

年

林

年
ニ
壱
石
玉
斗

三

石

四

年

林

年
ニ
七
斗
玉
升

三

石

四

年

林

年
ニ
七
斗
玉
升

壱

石

九

斗

六

年

林

年
ニ
一二
斗
壱
升
六
合

三

石

三

斗

六

年

林

年
ニ
玉
斗
玉
升

七



生
物
資
源
経
済
研
究

一
、
松
尾

て

あ
ら
は
さ
ま

、

い
お
谷

一
、
ふ
た
つ
か
ま
と

て

か
も
す

一
、
か
ち
山

一
、
岩
崎

て

東
し
ゃ
う
す

て

西
し
ゃ
う
す

て

大
か
け

一
、
こ
ち
谷

て

同
所

て

こ
た
き

一
、
大
沢
山

大
山
上

六

斗

七

年

林

年
ニ
八
升
五
合

一
、
大
山

四

石

三

斗

六

年

林

年
ニ
七
斗
壱
升
六
合

六
斗年
ニ
壱
斗

六
年
林

ミ米

そ壱ミ高
そケミ合
そ年リL

福沢
22石
、ノ、
そ斗
そ)~
守升
ー五
号合

壱

石

壱

斗

五

年

林

年
ニ
弐
斗
弐
升

弐
石
八
斗

年
ニ
七
斗

四
年
林

一
、
大
と
り

三

石

四

年

林

年
ニ
七
斗
玉
升

、

こ
し
山

弐

石

玉

斗

四

年

林

年
ニ
六
斗
弐
升
五
合

一
、
市
の
瀬

四

石

三

斗

四

年

林

年
ニ
壱
石
七
升
五
合

一
、
伊
を
谷

七

石

四

年

林

年
ニ
壱
石
七
斗
玉
升

壱

石

八

斗

四

年

林

年
ニ
四
斗
玉
升

一
、
同
所

八

ミ七七ミ六

号年 石

守弐
ミ石

号斗

守升

守合

年
林

普
賢
院

壱

石

七

斗

七

年

林

年
ニ
弐
斗
四
升
三
合

壱

石

六

斗

七

年

林

年
ニ
弐
斗
弐
升
九
合

壱

石

七

斗

四

年

林

年
ニ
四
斗
弐
升
五
合
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八

斗

五

年

林

年
ニ
壱
斗
六
升

四
石
五
斗

四

年

林

年
ニ
壱
石
壱
斗
弐
升
玉
合

米
高
合
拾
石
参
斗

壱

石

八

斗

四

年

林

年
ニ
四
斗
五
升

年
ニ
弐
石
壱
斗
八
升
弐
合

六

石

四

年

林

年
ニ
壱
石
玉
斗

三
斗年
ニ
壱
斗

壱
石
八
斗

年
ニ
六
斗

年
林

一
、
来
迎
院
谷

年
林

一
、
こ
た
き

壱
石

年
林

実
光
房

(
印
)

弐

石

七

斗

四

年

林

年
ニ
六
斗
七
升
五
合

壱
石
八
斗

年
ニ
六
斗

年
林



一
、
同
所

て

東
し
ゃ
う
す

一
、
こ
ち
谷

一
、
西
し
ゃ
う
す

て

同
所

一
、
同
所

一
、
南
し
ゃ
う
す

て

こ
の
渡
り
所

て

谷
な
か

て

は
し
ら
谷

一
、
な
ち
を
口

て

南
と
ろ
す

右
之
帳
面
者
勝
林
院
衆
中
山
持
不
残
立
合
遂
吟
味
、
毛
頭
依
枯
抑
留
無
御
座

候
、
他
所
δ
吟
味
ニ
而
隠
山
米
高
相
違
有
之
者
、
其
山
衆
中
江
御
支
配
可
有

之
候
、
其
時

一一
三
一
口
之
子
細
申
間
敷
候
、
伯
為
後
日
如
件
、

延
宝
七
己
未
年
十
二
月
三
日

弐

石

八

斗

三

年

林

年
ニ
九
斗
三
一升
三
合

弐

石

三

年

林

年
ニ
六
斗
六
升
六
合

七

斗

玉

升

四

年

林

年
ニ
壱
斗
八
升
七
合

壱

石

四

斗

四

年

林

年
三
二
斗
玉
升

(付
筆
)

「
て

み
つ
ま
た
焼
杉
弐
石
四
斗

年
六
斗

壱
石
六
斗

年
ニ
四
斗

四
年
林

六

斗

四

年

林

年
ニ
壱
斗
玉
升

弐
石
弐
斗

年
五
斗
五
升

一
、
岩
谷
新
五
郎
山
弐
石
玉
斗

年
六
斗
弐
升
五
合

米
高
合
九
十
五
石
壱
斗

壱
ヶ
年
一
一
廿
壱
石
四
斗
六
升

惣
山
数
三
十
三
ケ
所

一
、
同
所
中
尾

七

斗

六

年

林

年
ニ
壱
斗
壱
升
六
合

三
一

石

四

年

林

年
ニ
七
斗
五
升

四

石

五

斗

六

年

林

年
ニ
七
斗
玉
升

七

石

五

斗

七

年

林

年
ニ
壱
石
七
升
壱
合

四
年
林

年
ニ
六
斗

四
年
林

年
ニ
玉
斗
五
升

四
年
林

年
ニ
六
斗
弐
升
五
合
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【
二
】
元
禄
八
年
山
城
国
愛
宕
郡
大
原
之
内
勝
林
院
寺
中
御
入
木
山
面
々
持

主
四
至
境
覚
帳

(表
紙
)

元
禄
八
年

山
城
国
愛
宕
郡
大
原
之
内
勝
林
院
寺
中
御
入
木
山
面
々
持
主
四
至
境
覚
帳

抗

五

月

勝

林

院

寺

中

御
入
木
山
四
至
傍
一
不
之
覚

田
口

標
・
松
下
幸
司

・
宇
野
日
出
生

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)

壱

石

壱

斗

七

年

林

年
ニ
壱
斗
五
升
七
合

弐

石

七

斗

四

年

林

年
ニ
六
斗
七
升
五
合

米
高
合
三
拾
四
石
壱
斗
五
升

壱
ケ
年
ニ
七
石
四
斗
八
升

惣
米
高
合
弐
百
壱
石
八
斗
玉
升

毎
年
ニ
四
拾
一二
石
四
斗
四
升
弐
合

九



生
物
資
源
経
済
研
究

一
、
奥
と
』
き
山

、

口
と
』
き
山

一
、
な
ち
を
山

一
、
古
屋
谷
山

、

こ
や
山

て

た
う
こ
山

壱
ケ
所

四
至

東
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

西
ハ
肩
ヲ
定

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
小
肩
ヲ
定

西
ハ
峯
ヲ
定

四
至

士
宮
ケ
所

東
ハ
肩
ヲ
定

西
ハ
峯
ヲ
定

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
一
屑
ヲ
定

西
ハ
峯
ヲ
定

壱
ケ
所

四
至

東
ハ
一
屑
ヲ
定

西
ハ
谷
ヲ
定

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
一
屑
ヲ
定

西
ハ
一
屑
ヲ
定

本
堂

油
山

南
ハ
一
屑
ヲ
定

北
ハ
道
ヲ
定

同

小
出
石
村
領

一
、
う
は
谷
山

南
ハ
肩
ヲ
定

北
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

本
堂

南
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

北
ハ
小
肩
ヲ
定

出
狼石
谷村
山料

同

南
ハ
峯
ヲ
定

北
ハ
峯
ヲ
定

一
、
と
殊
を
き
山

同

南
ハ
大
川
ヲ
定

北
ハ
肩
ヲ
定

一
、
う
へ
山

同

南
ハ
ゆ
り
ヲ
定

北
ハ
峯
ヲ
定

四
至
壱
ケ
所
東
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

西
ハ
肩
ヲ
定

本
堂

南
ハ
谷
ヲ
定

北
ハ
肩
ヲ
定

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
肩
か
ま
す
へ
引
渡
シ
定

西
ハ
み
そ
か
け
へ
引
渡
シ
定

南
ハ
肩
通
リ
ヲ
定

北
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

壱
ケ
所

四
至

東
ハ
肩
ヲ
定

西
ハ
木
下
ヲ
定

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
ゆ
り
ヲ
定

西
ハ
肩
ヲ
定

壱
ケ
所

四
至

東
ハ
み
そ
ヲ
定

西
ハ
道
ヲ
定

同同

南
ハ
ゆ
り
ヲ
定

北
ハ
肩
ヲ
定

同

南
ハ
ゆ
り
ヲ
定

北
ハ
肩
ヲ
定

本
堂

南
ハ
谷
ヲ
定

北
ハ
櫨
庵
山
ノ
肩
ヲ
定

O 
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勝
林
院
村
料

一
、
六
斗
山

一
、
西
庄
津
山

士
官
ケ
所

東
ハ
木
下
シ
ゆ
り
ヲ
引
渡
シ
定

西
ハ
ふ
ち
ヲ
定

本
堂
山
数
合
拾
弐
ケ
所

四
至

て

来
迎
院
谷
山
壱
ケ
所

東
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

西
ハ
と
い
の
根
付
ヲ
定

、

こ
た
き
山

一
、
同
所
山

四
至

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

西
ハ
小
肩
ヲ
定

付
釜同)

所長
山林

百束予特
ノ、ノ、ソ βI

肩肩所 r
ヲヲ

定定

同

南
ハ

一屑
通
リ
坂
へ

引
渡
シ
定

北
ハ
谷
ヲ
定

一
、
同
所
山

実
光
坊

南
ハ
坂
ヲ
定

北
ハ
一
屑
ヲ
定

同
人

南
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

北
ハ
小
肩
ヲ
定

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
一
屑
ヲ
定

西
ハ
坂
ヲ
定

壱
ケ
所

四
至

東
ハ
一
屑
ヲ
定

西
ハ
坂
ヲ
定

四
至

四
至

士

官

ケ

所

同

人

東
ハ
ゆ
り

δ
か
け
の
肩
へ
引
渡
シ
定

西
ハ
谷
川
ヲ
定

一
、
南
し
ゃ
う
す
山
壱
ケ
所

東
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

西
ハ
川
ヲ
定

四
至

(付
筆
)
「勝
林
院
村
領
」

て

東
庄
津
山
壱
ケ
所

東
ハ
坂
通
リ
ヲ
定

西
ハ
肩
ヲ
定

一
、
古
智
谷
山

田
口

四
至

四
至

士
宮
ケ
所

東
ハ
坂
ヲ
定

西
ハ
小
谷
ヲ
定

標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生

南
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

北
ハ
小
肩
ヲ
定

二
の
渡
リ
所
壱
ケ
所

東
ハ
川
ヲ
定

西
ハ
一
屑
ヲ
定

、

同
人

南
ハ
肩
ヲ
定

北
ハ
川
ヲ
定

谷
中
山

同
人

南
ハ
川
ヲ
定

北
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)

四
至

壱
ケ
所

四
至

東
ハ
ゆ
り
ヲ
定

西
ハ
大
川
ヲ
定

同
人

南
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

北
ハ
川
ヲ
定

同
人

南
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

北
ハ
川
ヲ
定

同
人

南
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

北
ハ
川
ヲ
定

同
人

南
ハ
坂
ヲ
定

北
ハ
一
肩
ヲ
定
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同
人

南
ハ
大
川
ヲ
定

北
ハ
道
ヲ
定

同
人

南
ハ
肩
ヲ
定

北
ハ
坂
ヲ
定



生
物
資
源
経
済
研
究

一
、
柱
谷
山

一
、
な
ち
お
口
山

一
、
南
と
ろ
す
山

一 草
、生[

す尾ご
も村〕
』領
か
谷
山

て

西
之
谷
山

(
付
筆
)

「草
生
村
領
」

(
付
筆
)

「勝
林
院
村
領
」

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
途
中
山
尾
通
リ
ヲ
定

西
ハ
肩
ヲ
定

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
一
屑
ヲ
定

西
ハ
肩
ヲ
定

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
大
川
ヲ
定

西
ハ
肩
ヲ
定

壱
ケ
所

四
至

東
ハ
瞳
庵
山
ゆ
り
ヲ
定

西
ハ
静
原
山
尾
通
リ
ヲ
定

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
瞳
庵
山
川
ヲ
定

西
ハ
瞳
庵
山
尾
通
ヲ
定

同
人

一
、
井
わ
う
谷
山

南
ハ
大
岩
ノ
肩
ヲ
定

北
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

山
数
合
拾
七
ケ
所

同
人

南
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

北
ハ
肩
ヲ
定

一
、
大
と
り
山

同
人

南
ハ
瞳
庵
山
肩
ヲ
定

北
ハ
谷
川
ヲ
定

こ
し
山

同
人

一
、
市
之
瀬
山

南
ハ
瞳
庵
山
小
堀
ヲ
定

北
ハ
瞳
庵
山
堀
ヲ
定

同
人南
ハ
瞳
庵
山
堀
ヲ
定

北
ハ
瞳
庵
山
肩
ヲ
定

一
、
伊
お
谷
山

壱
ケ
所

同
人

四
至

東
ハ
瞳
庵
山
肩
堀
江
見
渡
ス
定

西
ハ
瞳
庵
山
肩
ヲ
定

南
ハ
瞳
庵
山
ゆ
り
ヲ
定

北
ハ
櫨
庵
山
ゆ
り
ヲ
定

壱
ケ
所

四
至

東
ハ
峯
ヲ
定

西
ハ
ゆ
り
ヲ
定

壱
ケ
所

四
至

東
ハ
ゆ
り
ヲ
定

西
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

壱
ケ
所

四
至

東
ハ
大
川
ヲ
定

西
ハ
尾
通
ヲ
定

壱
ケ
所

四
至

東
ハ
ゆ
り
ヲ
定

西
ハ
尾
通
ヲ
定

普
賢
院

南
ハ
肩
ヲ
定

北
ハ
水
な
り
辻
ヲ
定

同
人

南
ハ
肩
ヲ
定

北
ハ
肩
ヲ
定

同
人

南
ハ
肩
通
リ
木
下
へ
引
渡
シ
定

北
ハ
肩
通
リ
木
下
ヲ
定

同
人

南
ハ
肩
ヲ
定

北
ハ
肩
通
ヲ
定

1(;1 



一
、
同
所
山

山
数
合
玉
ケ
所

て

と
』
き
山

て

坂
之
大
岩
山

一
、
坂
之
尻
山

一
、
柱
谷
山

壱
ケ
所

東
向
山

東
ハ
谷
川
ヲ
定

西
ハ
ゆ
り
ヲ
定

東
ハ
ゆ
り
ヲ
定

西
ハ
谷
川
ヲ
定

四
至

西
向
山

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
一
屑
ヲ
定

西
ハ
小
肩
ヲ
定

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
一
屑
ヲ
引
渡
ス
定

西
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
小
肩
ヲ
定

西
ハ
ね
ち
木
ヲ
定

四
至

士
官
ケ
所

東
ハ
谷
ヲ
定

西
ハ
肩
ヲ
定

一
、
は
け
の
谷
山
壱
ケ
所

東
ハ
肩
ヲ
定

西
ハ
尾
通
リ
肩
ヲ
定

田
口

四
至標

・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生

同
人

一、

長
は
さ
ま
山

主
用
ハ
一
肩
ヲ
{足

北
ハ
肩
ヲ
定

士
用
ハ
一
肩
ヲ
{足

北
ハ
肩
ヲ
定

、

こ
し
山

理
覚
坊

南
ハ
大
谷
ヲ
定

北
ハ
尾
通
ヲ
定

一、

な
ち
を

口
山

同
人

南
ハ
肩
ヲ
定

北
ハ
は
さ
ま
く
ほ
ヲ
定

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
一
屑
通
ヲ
定

西
ハ
肩
通
リ
日
面
小
肩
へ
引
渡
シ
定

南
ハ
尾
通
ヲ
定

北
ハ
尾
通
道
へ

引
渡
シ
定

壱
ケ
所

四
至

東
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

西
ハ
一
屑
ヲ
定

同
人

同
人

南
ハ
ゆ
り
ヲ
定

北
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

同
人

南
ハ
谷
ヲ
定

北
ハ
尾
通
リ
定

同
人

160 

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
大
川
ヲ
定

西
ハ
一
屑
ヲ
定

一
、
は
ん
は
谷
山
壱
ケ
所

東
ハ
小
肩
ヲ
釜
居
口
へ
引
渡
シ
定

西
ハ
肩
谷
へ
引
渡
ス
定

同
人

南
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

北
ハ
川
ヲ
定

四
至

一
、
お
し
か

原

山

壱

ケ

所

東
ハ
谷
ヲ
定

西
ハ
尾
通
ヲ
定

同
人

南
ハ
大
谷
川
ヲ
定

北
ハ
肩
通
リ
飛
越
引
渡
ス
定

一
、
西
さ
き
や
山

同
人

南
ハ
谷
ヲ
定

北
ハ
も
こ
境
尾
通
ヲ
定

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)

四
至

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
大
川
ヲ
定

西
ハ
尾
通
リ
定

南
ハ
谷
ヲ
定

北
ハ
尾
通
ヲ
定

同
人

南
ハ
肩
ヲ
定

北
ハ
尾
通
り
木
下
ヲ
定

同
人

南
ハ
一
肩
通
リ
川
へ
見
渡
シ
定

北
ハ
肩
道
川
へ
引
渡
ス
定



生
物
資
源
経
済
研
究

(
付
筆
)
「
小
出
石
村
領
ノ
内
」

一
、
東
さ
き
屋
山

、

こ
や
山

円
妙
山

て

松
尾
山

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
溝
道
ヲ
定

西
ハ
川
ヲ
定

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
臆
庵
山
川
ヲ
定

西
ハ
臆
庵
山
ゆ
り
釜
口
ヲ
定

四
至

士
官
ケ
所

東
ハ
肩
ヲ
定

西
ハ
肩
ヲ
定

壱
ケ
所

四
至

東
ハ
一
屑
ヲ
定

西
ハ
小
肩
ヲ
定

て

あ
ら
は
さ
ま
山

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
岩
上
ハ
坂
通
ヲ
定

西
ハ
尾
通
リ
肩
ヲ
定

て

伊
お
谷
山

壱
ケ
所

四
至

東
ハ
一
屑
通
リ
ヲ
定

西
ハ
川
ヲ
定

一
、
弐
ツ
釜
と
山

同
人

南
ハ
道
通
リ
川
へ
引
渡
シ
定

北
ハ
谷
ヲ
定

一
、
か
も
す
山

同
人
南
ハ
臆
庵
山
堀
ヲ
定

北
ハ
臆
庵
山
堀
ヲ
定

一
、
か
ぢ
山

同
人

南
ハ
嶺
尾
通
ヲ
定

北
ハ
川
ヲ
定

同
人

出
岩石
崎村
山領

南
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

北
ハ
ゆ
り
ヲ
定

同
人

勝
林
院
村
領

一
、
東
庄
津
山

南
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

北
ハ
ゆ
り
ヲ
定

同
人

南
ハ
肩
ヲ
定

北
ハ
一
屑
川
へ
引
渡
ス
定

壱
ケ
所

四
至

東
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

西
ハ
大
谷
ヲ
定

壱
ケ
所

四
至

東
ハ
尾
通
水
流
ヲ
定

西
ハ
谷
通
水
流
ヲ
定

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
堀
下
リ
ヲ
定

西
ハ
肩
通
リ
定

同
人

土
問
ハ
一
屑
ヲ
{足

北
ハ
肩
ヲ
定

同
人

北南
ノ、ノ、

杉肩
木通
:ケリ

街 |吾
j陶民主正ゴ

I}O/ね

ヲ定つ
疋け

同
人

南
ハ
谷
ヲ
定

北
ハ
尾
筋
ヲ
定

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
大
川
へ
引
渡
ス
定
南
ハ
大
一
屑
ヲ
引
渡
ス
定

西
ハ
尾
通
リ
ヲ
定
北
ハ
堀
ヲ
引
渡
ス
定

壱
ケ
所

四
至

東
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

西
ハ
大
川
ヲ
定

一
、
西
し
ゃ
う
す
山
壱
ケ
所

東
ハ
小
谷
ヲ
定

西
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

四
至

同
人

同
人

南
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

北
ハ
谷
ヲ
定

同
人

南
ハ
木
下
シ
川
ヲ
定

北
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

四

1[i9 



勝
林
院
村
領

一
、
大
か
け
山

一
、
古
津
谷
山

一
、
大
沢
山

1良
正ゴ
山

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
大
川
ヲ
定

西
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

一
、
同
所

同
人

南
ハ
畑
の
ふ
ち
ヲ
定

北
ハ
桜
の
か
ふ
道
端
岩
へ
引
渡
ス
定

一
、
み
つ
ま
た
山

同
人
南
ハ
谷
水
な
か
れ
ヲ
定

北
ハ
尾
筋
ヲ
定

一
、
同
所

同
人

南
ハ
尾
筋
ヲ
川
へ
見
渡
シ
定

北
ハ
小
肩
坂
へ
み
ぞ
を
引
渡
シ

大
川
定

出
村宇

壱
箇
所

四
至

東
ハ
小
肩
ヲ
引
渡
シ
釜
と
の

口
ぶ
ち
ヲ
定

西
ハ
肩
ヲ
定

同
人

(付
釜
)

「
草
尾
村
領
」

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
川
ヲ
定

西
ハ
林
山
尾
筋
ヲ
定

四
至

東

ハ

一

屑

ヲ

定

南

ハ

谷

川

ヲ

定

西
ハ
ゆ
り
ヲ
見
通
ス
定
北
ハ
一
屑
道
ま
た
肩
ヲ
定

一
、
岩
た
に
山

四
至

西
ハ
古
道
ヲ
定

壱
ケ
所

付
筆大)

山長

壱社
平主将
ーム川領

之
ゆ
り
通
ヲ

定

北三南
ノ、ッハ
ゆ角肩
りヲ道
通疋谷

毛足
ン

田
口

標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生

同
人

こ
ち
た
に
山

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)

四
至
壱
ケ
所
東
ハ
与
吉
山
ゆ
り
先
ヲ
定

西
ハ
ゆ
り
み
ち
ヲ
定

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
ほ
り
ヲ
定

西
ハ
ほ
り
ヲ
定

四
至
壱
ケ
所
東
ハ
瞳
庵
山
谷
川
ヲ
定

西
ハ
艦
庵
山
か
た
ヲ
定

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
瞳
庵
山
た
に
ヲ
定

西
ハ
静
原
境
尾
通
リ
ヲ
定

壱
ケ
所

四
至

東
ハ
臆
庵
山
肩
ヲ
定

西
ハ
ゆ
り
ヲ
定

同
人南
ハ
か
た
通
リ
ヲ
定

北
ハ
肩
通
リ
ヲ
定

同
人南
ハ
東
面
ノ
下
り
か
ど
ヲ
定

北
ハ
ゆ
り
ヲ
定

同
人南
ハ
谷
と
肩
之
角
ヲ
定

北
ハ
瞳
庵
山
ゆ
り
ヲ
定

同
人南
ハ
瞳
庵
山
大
堀
ヲ
定

北
ハ
櫨
庵
山
堀
ヲ
見
通
ス
定

理
覚
坊
山
持

主

野

村

道

喜

南
ハ
か
た
ゆ
り
ヲ
定

北
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

五

1[i8 



生
物
資
源
経
済
研
究

山
数
合
三
拾
二
ケ
所

(
付
筆
)

「
勝
林
院
村
領
」

壱
ケ
所
東
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

西
ハ
ゆ
り
ヲ
定

て

上
山四

至

(
付
筆
)

「此
度
飛
山
へ
買
申
候
」

、

壱
ケ
所

東
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

口
あ
く
り
や
山

四
至

西
ハ
み
ち
ヲ
定

一
、
奥
あ
く
り
や
山

一
、
く
も
か
は
ら
山

宝
泉
坊

南
ハ
肩
ヲ
定

北
ハ
木
下
シ
ヲ
定

一
、
北
瀧
山

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
ゆ
り
ヲ
定

西
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

壱
ケ
所

東
ハ
尾
通
リ
ゆ
り
先
キ
ヲ
定

四
至

西
ハ
木
下
シ
岩
ノ
は
な
ヲ
定

同
人

一
、
す
の
こ
谷
山東
ハ
一
屑
通
リ
は
さ
ま
ヲ
定

西
ハ
肩
谷
へ
引
渡
ス
定

南
ハ
上
ハ
岩
、
中
ハ
ね
ぢ
木

木
下
谷
へ
引
引
渡
シ
疋

北
ハ
肩
ヲ
定

一
、
さ
さ
や
山

壱
ケ
所
東
ハ
木
下
シ
釜
と
ヲ
定

西
ハ
小
肩
上
リ
口
ノ
岩
ヲ
定

東
ハ
木
下
シ
谷
へ
引
渡
シ
定

西
ハ
く
ぼ
み
谷
へ
引
渡
シ
定

南
向
山

四
至

北
向
山

(
付
筆
)

「勝
林
院
村
領
」

一
、
大
か
け
山

四
至

士
官
ケ
所

東
ハ
い
た
ち
道
ヲ
定

西
ハ
田
の
ふ
ち
ヲ
定

同
人

南
ハ
た
に
ヲ
定

北
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

南
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

北
ハ
谷
ヲ
定

市
σコ
せ
山

同
人

南
ハ
た
に
ヲ
定

北
ハ
た
に
川
ヲ
定

四
至

東
向
山

四
至

西
向
山

東
向
山

四
至

西
向
山 壱

ケ
所

壱
ケ
所
東
ハ
道
ヲ
定

西
ハ
川
ヲ
定

東
ハ
谷
ヲ
定

西
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

壱
ケ
所
東
ハ
尾
通
ヲ
定

西
ハ
大
川
ヲ
定

東
ハ
川
ヲ
定

西
ハ
尾
通
ヲ
定

ノ、

同
人

南
ハ
肩
を
定

北
ハ
肩
を
定

同
人南
ハ
釜
と
の

は
い
か
け
み
ち
木
ヲ
定

北
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

同
人南
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

北
ハ
谷
ヲ
定

同
人南
ハ
肩
ヲ
定

北
ハ
谷
ヲ
定

土
問
ハ
一
屑
ヲ
{
疋

北
ハ
は
さ
ま
ヲ
谷
へ
引
渡
シ
定

同
人南
ハ
肩
δ
ゆ
り
通
リ
ヲ
定

北
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

南
ハ
尾
通
リ
δ
木
下
シ
ヲ
定

北
ハ
一
屑
通
リ
谷
へ
引
渡
シ
定

1[i7 



谷
中
山

(
付
筆
)

「小
出
石
村
嶺
」

一
、
野
田
山

壱
ケ
所

東
向
山

東
ハ
ゆ
り
ヲ
定

西
ハ
川
ヲ
定

東
ハ
川
ヲ
定

西
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

同
人

(
付
筆
)

「勝
林
院
村
領
」

四
至

西
向
山

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

西
ハ
み
ち
ヲ
定

南
ハ
木
下
シ
定

北
ハ
谷
岩
へ
引
渡
シ
定

士
用
ハ
一
肩
ヲ
{足

北
ハ
一
屑
ヲ
定

(
付
婆
)

「
東
ハ
上
ハ
み
そ
下
ハ
小
肩
へ
引
渡
定

南
ハ
大
谷
を
定
西
ハ
大
道
を
定

北
ハ
水
音
山
肩
谷
へ
引
渡
定

同
人

山
数
合
拾
四
ケ
所

惣
山
数
合
八
拾
所

南
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

北
ハ
か
た
ヲ
定

同
人

右
御
入
木
山
、
帳
面
之
通
四
至
傍
示
山
数
等
此
度
御
改
被
仰
付
候
ニ
付
、
寺

中
山
持
不
残
立
会
吟
味
之
上
、
明
細
書
記
面
々
持
主
致
印
形
指
上
申
候
、
少

茂
相
違
無
御
座
候
、
万
一
一
帳
面
之
外
少
ニ
而
茂
隠
置
不
届
成
儀
御
座
候
者
、

如
何
様
之
越
度
ニ
茂
可
被
仰
付
候
、
為
後
日
之
連
判
帳
伺
而
如
件
、

大
原
之
内
勝
林
院
寺
中

年
行
事
理
覚
坊

あ
ふ
み
坂

西東の
ハハ尻
あ小
ふ肩壱
みアヶ
坂疋所
ノ

尻
引

渡
ス

定

四
至

付
筆
向 )
之「
勝
i甫林
山肘
1% 

村
領

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
ゆ
り
か
ま
と
ヲ
定

西
ハ
小
柴
山
ゆ
り
ヲ
定

一
、
向
之
浦
山
お
と
ろ
原

当
時
宝
泉
院
林
ナ
リ

東
ハ
み
ち
ヲ
定

西
ハ
ゆ
り
ヲ
定

田
口

壱
ケ
所

四
至標

・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生

南
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

北
ハ
み
ち
ヲ
定

同
人

元
禄
八
乙
亥
五
月

南
ハ
坂
ヲ
引
渡
シ
定

北
ハ
肩
ヲ
定

御
御入
奉木
千子山

持

主

宝

泉

坊

内

源
仙
房

【
三
】
元
禄
十
五
年
山
城
国
愛
宕
郡
大
原
御
領
御
入
木
山
入
組
場
所
之
帳

南
ハ
み
ち
ヲ
定

北
ハ
小
肩
ヲ
大
海
道
引
渡
シ
定

(表
紙
)

勝
林
院
村

上 戸
野寺
村村

元
禄
拾
五
年

同
寺
中

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)

七
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生
物
資
源
経
済
研
究

大
長
瀬
村

山
城
国
愛
宕
郡

大
原
御
領
御
入
木
山
入
組

古伊高見
智王瀧谷
谷谷

勝
林
院
寺
中

場
所
之
帳

見
谷
山
入
組
之
内

一
、
字
奥
ト
¥
キ
や
ま

東
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

四
至

南
ハ
カ
タ
ヲ
定

此
御
入
木
四
把
半

壬
午
三
一月

来
迎
院
村

井
出
村

マ
了
寸
J

聞
聖
ふ
か
1

草
生
村

同
寺
中

小
出
石
村

戸
寺
村
山
数
合
拾
ケ
所

同
木
数
合
百
九
把
玉
分

大
長
瀬
村
山
数
〆
一二
拾
四
ケ
所

同
木
数
〆
弐
百
八
拾
五
把
八
分

勝
林
院
寺
中
山
数
回
拾
壱
ケ
所

同
木
数
〆
五
百
九
拾
三
一把

来
迎
院
寺
中
山
数
合
弐
拾
四
ケ
所

同
木
数
〆
一二
百
八
拾
八
把
半

井
出
村
山
数
合
八
ケ
所

同
木
数
〆
八
拾
七
把
九
分

草
生
村
山
数
合
三
ケ
所

同
木
数
〆
弐
拾
八
把
半

O
惣
山
数
合
三
百
九
拾
壱
ケ
所

O
御
入
木
数
合
四
千
三
一
百
七
拾
弐
把
壱
分
壱
厘
六
毛

此
銀
弐
百
拾
八
匁
六
分
五
毛
八
払
但
十
二
ヶ
月
分
也

一見
谷
字山
口入
ト組
ト之
キ内
山

上
野
村
山
数
合
六
拾
壱
ケ
所

同
木
数
合
五
百
六
拾
四
把
壱
厘
六
毛

勝
林
院
村
山
数
合
九
拾
三
ケ
所

同
木
数
合
九
百
五
拾
弐
把
弐
分

来
迎
院
村
山
数
合
六
拾
八
ケ
所

同
木
数
合
八
百
六
拾
弐
把

小
出
石
村
山
数
合
四
拾
五
ケ
所

同
木
数
〆
四
百
叶
玉
把
弐
分

野
村
山
数
合
四
ケ
所

同
木
数
〆
六
拾
五
把
五
分

東
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

南
ハ
カ
タ
ヲ
定

此
御
入
木
拾
七
把

四
至

見
谷
山
入
組
之
内

一
、
字
ナ
チ
ヲ
山
東
ハ
カ
タ
ヲ
定

南
ハ
ヲ
ド
リ
ヲ
定

此
御
入
木
三
拾
把

四
至

八

勝
林
院

壱

ケ

所

本

堂

西
ハ
カ
タ
ヲ
定

北
ハ
道
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

士
官
ケ
所
本
堂

西
ハ
峯
ヲ
定

北
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

1[i5 

勝
林
院

壱

ケ

所

本

堂

西
ハ
ミ
ね
ヲ
定

北
ハ
小
カ
タ
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分



見
谷
山
入
組
之
内

一
、
字
フ
ル
ヤ
タ
ニ
山

東
ハ
カ
タ
ヲ
定

四

至

ノ南
ハ
峯
ヲ
定

此
御
入
木
弐
把
半

一 見
谷
宇山
小入
屋組
山之
内

東
ハ
カ
タ
ヲ
定

南
ハ
大
川
ヲ
定

此
御
入
木
弐
把

四
至

一 見
谷
字山
タ入
う組
コ之
山内
東
ハ
カ
タ
ヲ
定

南
ハ
ユ
リ
ヲ
定

此
御
入
木
拾
壱
把
半

四
至

一 見
谷
字山
大入
ト岸ill.
リ之
山内
東
ハ
峯
ヲ
定

南
ハ
カ
タ
ヲ
定

此
御
入
木
六
把
半

四
至

田
口

標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生

壱

ケ

所

本

堂

西
ハ
峯
ヲ
定

北
ハ
峯
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

見
谷
山
入
組
之
内

一
、
字
コ
シ
山東
ハ
ユ
リ
ヲ
定

南
ハ
カ
タ
ヲ
定

此
御
入
木
六
把

四
至

壱
ケ
所

西
ハ
尾
通
ヲ
定

北
ハ
カ
タ
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

普
賢
院

壱

ケ

所

本

堂

西
ハ
タ
ニ
ヲ
定

北
ハ
カ
タ
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

見
谷
山
入
組
之
内

一
、
字
市
ノ
瀬
山
東
ハ
大
川
ヲ
定

南
ハ
肩
通
リ
木
下
シ

へ
引
渡
ヲ
定

四
至此

御
入
木
拾
弐
把
半

壱

ケ

所

本

堂

西
ハ
カ
タ
ヲ
定

北
ハ
峯
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

一見
谷
宇山
谷入
中束且
山之
内

東
ハ
ユ
リ
ヲ
定

南
ハ
カ
タ
ヲ
定

此
御
入
木
弐
拾
把
半

四
至

壱

ケ

所

普

賢

院

西
ハ
ユ
リ
ヲ
定

北
ハ
水
ナ
カ
レ
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

見
谷
山
入
組
之
内

一
、
字
は
し
ら
谷
山

東
ハ
ト
チ
ウ
山
尾
通
ヲ
定

四
至

南
ハ
大
岩
ノ
カ
タ
ヲ
定

此
御
入
木
参
拾
把

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)

壱
ケ
所

普
賢
院

西
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

北
ハ
カ
タ
通
り

木
下
シ
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

壱

ケ

所

実

光

坊

西
ハ
大
川
ヲ
定

北
ハ
坂
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

士
官
ケ
所

実
光
坊

西
ハ
カ
タ
ヲ
定

北
ハ
ヲ
ド
リ
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

1[i4 

九



生
物
資
源
経
済
研
究

見
谷
山
入
組
之
内

一
、
字
ナ
チ
ヲ
口
山

此
御
入南東
木ハハ
四ヲカ
把トタ
半リヲ
ヲ定
定

四
至

見
谷
山
入
組
之
内

て

字
坂
ノ
尻
山
東
ハ
小
カ
タ
ヲ
定

四
至

南
ハ
ヲ
ド
リ
ヲ
定

此
御
入
木
弐
把

一 見
谷
字山
ト入
¥組
キ之
山内
東
ハ
カ
タ
ヲ
定

南
ハ
大
谷
ヲ
定

此
御
入
木
拾
八
把

四
至

見
谷
山
入
組
之
内

一
、
字
坂
ノ
大
岩
山

東
ハ
小
肩
へ
引
渡
ス
ヲ
定

四
至

南
ハ
カ
タ
ヲ
定

此
御
入
木
壱
把

壱

ケ

所

実

光

坊

西
ハ
カ
タ
ヲ
定

北
ハ
カ
タ
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

見
谷
山
入
組
之
内

一
、
字
お
し
か
原
山

東
ハ
タ
ニ
ヲ
定

四
至

南
ハ
カ
タ
ヲ
定

此
御
入
木
四
壱
把

壱

ケ

所

理

覚

坊

西
ハ
ね
ヂ
木
ヲ
定

北
ハ
川
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

見
谷
山
入
組
之
内

一
、
字
コ
シ
山東
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

南
ハ
ユ
リ
ヲ
定

此
御
入
木
七
把

四
至

壱

ケ

所

理

覚

坊

西
ハ
小
カ
タ
ヲ
定

北
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

見
谷
山
入
組
之
内

一
、
字
は
し
ら
谷
山

東
ハ
タ
ニ
ヲ
定

四
至

南
ハ
大
岩
川
へ
定

此
御
入
木
拾
壱
把
半

壱
ケ
所西
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

北
ハ
は
さ
ま
く
ぽ
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

見
谷
山
入
組
之
内

一
、
字
長
は
ざ
ま
山

東
ハ
カ
タ
ド
ヲ
リ
定

四
至

南
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

此
御
入
木
七
把
半

理
覚
坊

O 

壱

ケ

所

理

覚

坊

西
ハ
ヲ
ト
リ
ヲ
定

北
ハ
カ
タ
ド
リ
木
下
シ
定

但
十
二
ヶ
月
分

壱
ケ
所

西
ハ
カ
タ
ヲ
定

北
ハ
カ
タ
ド
ヲ
リ
定

但
十
二
ヶ
月
分

理
覚
坊

壱

ケ

所

理

覚

坊

西
ハ
カ
タ
ヲ
定

北
ハ
尾
通
リ
飛
越
へ
引
渡
ス
定

但
十
二
ヶ
月
分
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士
官
ケ
所
理
覚
坊

西
ハ
尾
通
り
日
面
ノ
小
肩
へ
引
渡
シ
定

北
ハ
尾
通
道
へ
引
渡
ス
定

但
十
二
ヶ
月
分



見
谷
山
入
組
之
内

て

字

は

ん

ば

山

壱

ケ

所

理

覚

坊

東
ハ
小
一
屑
ヲ
カ
マ
ド
ノ
口
へ
引
渡
シ
定
西
ハ
肩
谷
へ
引
渡
シ
定

四
至

南

ハ

タ

ニ

ヲ

定

北

ハ

ヲ

ド

リ

ヲ

定

此
御
入
木
一二

拾

四

把

但

十

二

ヶ

月

分

見
谷
山
入
組
之
内

一
、
字
は
ゲ
ノ
谷
山

東
ハ
カ
タ
ヲ
定

四

至

ノ
南
ハ
谷
ヲ
定

此
御
入
木
弐
拾
七
把
半

見
谷
山
入
組
之
内

て

字
ナ
チ
ヲ
口
山

東
ハ
大
川
ヲ
定

南
ハ
谷
ヲ
定

此
御
入
木
拾
壱
把

四
至

見
谷
山
入
組
之
内

一
、
字
賛
子
谷
山
東
ハ
肩
通
り
ハ
ザ
マ
ヲ
定

四
至

南
ハ
尾
通
リ
ヲ
定

此
御
入
木
四
把

田
口

標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生

壱
ケ
所

東
ハ
ヲ
ト
リ
ヲ
定

南
ハ
カ
タ
ヨ
リ
ユ
リ
通
リ
ヲ
定

東
ハ
川
ヲ
定

南
ハ
尾
通
ヨ
リ
木
下
シ
ヲ
定

壱

ケ

所

理

覚

坊

西
ハ
尾
通
リ
肩
ヲ
定

北
ハ
百
井
坂
尾
通
リ
定

但
十
二
ヶ
月
分

見
谷
山
入
組
之
内

一
、
字
市
ノ
瀬
山

東
向
山

四
至

南
向
山

此
御
入
木
七
拾
六
把

壱
ケ
所

西
ハ
カ
タ
ヲ
定

北
ハ
尾
通
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

理
覚
坊

一見
谷
字山
谷入
中組
山之
内

士
官
ケ
所

東
ハ
ユ
リ
ヲ
定

南
ハ
木
下
シ
ヲ
定

東
ハ
川
ヲ
定

南
ハ
カ
タ
ヲ
定

東
向
山

四
至

南
向
I-LJ 

此
御
入
木
八
把

壱
ケ
所

見
谷
山
入
組
之
内

一
、
字
お
ふ
み
坂
ノ
尻
山

東
ハ
小
カ
タ
ヲ
定

四
至

南
ハ
ヲ
ド
リ
ヲ
定

此
御
入
木
八
把

壱

ケ

所

主

泉

坊

西
ハ
お
ふ
み
坂
尻
へ
引
渡
シ
定

北
ハ
道
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

宝
泉
坊

西
ハ
肩
谷
へ
引
渡
シ
定

北
ハ
谷
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)

宝
泉
坊
西
ハ
大
川
ヲ
定

北
ハ
ヲ
ド
リ
ヲ
定

西
ハ
ヲ
ド
リ
ヲ
定

北
ハ
カ
タ
ド
リ

谷
へ
引
渡
シ
定

但
十
二
ヶ
月
分

宝
泉
坊

西
ハ
川
ヲ
定

北
ハ
谷
岩
へ
引
渡
定

西
ハ
ヲ
ド
リ
ヲ
定

北
ハ
カ
タ
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

1[i2 



生
物
資
源
経
済
研
究

伊
王
谷
山
入
組
之
内

一
、
字
伊
王
谷
山
東
ハ
ユ
リ
ヲ
定

四

至

ノ南
ハ
カ
タ
ヲ
定

此
御
入
木
四
把

伊
主
谷
山
入
組
之
内

て

字
伊
王
谷
山

東
ハ
谷
川
ヲ
定

南
ハ
カ
タ
ヲ
定

東
ハ
ユ
リ
ヲ
定

南
ハ
カ
タ
ヲ
定

此
御
入
木
参
拾
把

東
向
山

四
至

西
向
山

壱

ケ

所

普

賢

院

西
ハ
ヲ
ド
リ
ヲ
定

北
ハ
カ
タ
ド
リ
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

伊
王
谷
山
入
組
之
内

一
、
字
二
ツ
釜
戸
山

東
ハ
ヲ
ト
リ
ヲ
定

四
至

7

ノ

;

南
ハ
カ
タ
ヲ
定

此
御
入
木
六
把

壱
ケ
所

伊
王
谷
山
入
組
之
内

一
、
字
あ
ら
は
ざ
ま
山

東
ハ
岩
上
ハ
坂
ド
リ
ヲ
定

四
至

南
ハ
ヲ
ド
リ
ヲ
定

此
御
入
木
拾
九
把

普
賢
院

西
ハ
ユ
リ
ヲ
定

北
ハ
カ
タ
ヲ
定

西
ハ
谷
川
ヲ
定

北
ハ
カ
タ
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

伊
王
谷
山
入
組
之
内

一
、
字
小
屋
山東
ハ
櫨
庵
山
川
ヲ
定

四
至

南
ハ
櫨
庵
山
堀
ヲ
定

此
御
入
木
八
把

伊
王
谷
山
入
組
之
内

O
一
、
字
伊
王
谷

山

壱

ケ

所

東
ハ
櫨
庵
山
肩
堀
へ
見
渡
ス
定

四
至

南
ハ
瞳
庵
山
ユ
リ
ヲ
定

此
御
入
木
六
把
半

伊
王
谷
山
入
組
之
内

一
、
字
伊
王
谷
山
東
ハ
ヲ
ド
リ
ヲ
定

四

至

]南
ハ
カ
タ
ヲ
定

此
御
入
木
弐
把
半

実
光
坊

西
ハ
臆
庵
山
カ
タ
ヲ
定

北
ハ
瞳
庵
山
ユ
リ
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

高
滝
山
入
組
之
内

一
、
字
二
ノ
渡
り
所
山

東
ハ
川
ヲ
定

四
至

南
ハ
大
川
ヲ
定

此
御
入
木
弐
拾
把
半

士
官
ケ
所

西
ハ
川
ヲ
定

北
ハ
肩
川
へ
引
渡
シ
定

但
十
二
ヶ
月
分

理
覚
坊

壱

ケ

所

理

覚

坊

西
ハ
大
谷
ヲ
定

北
ハ
カ
タ
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

壱
ケ
所
西
ハ
ヲ
ト
リ
カ
タ
ヲ
定

北
ハ
ユ
リ
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

理
覚
坊

壱
ケ
所

西
ハ
瞳
庵
山
ユ
リ
釜
戸
ヲ
定

北
ハ
瞳
庵
山
堀
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

理
覚
坊

士
官
ケ
所
実
光
坊

西
ハ
カ
タ
ヲ
定

北
ハ
道
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分



高
滝
山
入
組
之
内

一
、
字
延
命
山東
ハ
カ
タ
ヲ
定

四

至

ノ
南
ハ
峯
ヲ
ド
リ
ヲ
定

此
御
入
木
拾
玉
把

高
滝
山
入
組
之
内

て

字
カ
ヂ
山東
ハ
堀
下
リ
ヲ
定

南
ハ
谷
ヲ
定

此
御
入
木
弐
拾
把
半

四
至

一 両

滝
字山
松入
尾組
山之
内

東
ハ
カ
タ
ヲ
定

南
ハ
ヲ
ド
リ
ヲ
定

此
御
入
木
弐
把

四
至

高
滝
山
入
組
之
内

一
、
字
カ
モ
ス
山

壱

ケ

所

理

覚

坊

西
ハ
カ
タ
ヲ
定

北
ハ
川
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

高
滝
山
入
組
之
内

一

、

字

北

瀧

山

壱

ケ

所

宝

泉

坊

東
ハ
ヲ
ド
リ
ユ
リ
サ
キ
ヲ

定

西

ハ

木

下
シ
岩
ノ
ハ
ナ
ヲ
定

四
至

南
ハ
釜
戸
ノ
灰
カ
ケ
三
ツ
木
ヲ
定
北
ハ
尾
通
ヲ
定

此
御
入
木

拾

九

把

但

十

二
ヶ
月
分

壱

ケ

所

理

覚

坊

西
ハ
カ
ド
ヲ
リ
ヲ
定

北
ハ
尾
筋
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

古
智
谷
山
入
組
之
内

一
、
字
古
智
谷
山
東
ハ
坂
ヲ
定

四
至

南
ハ
川
ヲ
定

此
御
入
木
五
把

士
官
ケ
所
実
光
坊

西
ハ
小
谷
ヲ
定

北
ハ
ヲ
ト
リ
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

壱
ケ
所

1[iO 

壱

ケ

所

理

覚

坊

西
ハ
小
一
屑
ヲ
定

北
ハ
ユ
リ
ヲ
定

但
十
二
ヶ
月
分

古
智
谷
山
入
組
之
内

一

、

宇

古

智

谷

山

理

覚

坊

東
ハ

小
カ
タ
ヲ
引
渡
シ
釜
戸
ノ
ク
チ
ブ
チ
ヲ
定

四
至

西

ハ

肩

ヲ

定

南

ハ

谷
水
流
ヲ
定

北
ハ
ヲ
ス
ヂ
ヲ
定

此
御
入
木
拾
弐
把

御
入
木
合
五
百
九
拾
三
一把

四
至

士
官
ケ
所

東
ハ
ヲ
ト
リ
水
ナ
カ
レ
ヲ
定

西
ハ

谷
ド
ヲ
リ
水
ナ
カ
レ
ヲ
定

南
ハ
カ
タ
ド
リ
大
岩
ノ
根
付
へ
引
渡
シ
定
北
ハ
杉
ノ
木
ノ
谷

通
リ
ヲ
定

此

御

入

木

拾

九

把

但

十

二

ヶ

月

分

田
口

標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生

理
覚
坊

此
銀
廿
九
匁
六
分
五
り
ん

山
数
者
四
拾
壱
ケ
所

但
十
二
ヶ
月
分

勝
林
院
寺
中

年
行
事実
光
坊

役
階
順
坊

惣
山
数
合
三
百
九
拾
壱
ケ
所

御
入
木
合
四
千
三
一
百
七
拾
弐
把
壱
分
壱
厘
六
毛

此
銀
弐
百
拾
八
匁
六
分
五
毛
八
払

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)



生
物
資
源
経
済
研
究

右
者
大
原
御
領
御
入
木
山
入
組
場
所
、
此
度
御
吟
味
之
上
帳
面
被
仰
付
候
、

依
之
六
郷
井
両
寺
中
飛
山
持
村
々
庄
屋
年
寄
役
者
其
外
山
持
共
立
会
入
組
山

吟
味
仕
、
四
至
傍
一
ホ
山
之
字
他
領
之
境
等
明
細
ニ
書
記
井
山
々
ニ
多
少
御
運

上
之
木
数
是
又
書
付
、
面
々
持
主
之
名
印
ニ
て

一
帳
仕
指
上
ヶ
申
候
、
右
帳

面
ニ
毛
頭
相
違
無
御
座
候
、
万

一
此
上
抜
山
隠
山
抜
境
又
者
他
領
山
与
紛
敷

義
御
座
候
而
後
日
露
顕
仕
候
者
、
山
主
者
不
及
申
其
村
之
庄
屋
年
寄
共
如
何

様
之
曲
事
ニ
も
可
被
仰
付
候
、
為
後
日
連
判
之
奥
書
、
伺
而
如
件
、

元
禄
拾
五
壬
午
年
三
一

月

山

城

国

愛
宕
郡
大
原

戸
寺
村
庄
屋

勝
林
院
寺
中

年
行
事
実
光
坊

役

者

円

順

坊

来
迎
院
村
庄
や権
兵
衛

年
寄

物

山
持
代
市 孫
兵右
衛衛

~~ 

来
役年迎
者行院
し

塔
之
坊

中
ノ
坊

小
出
石
村
庄
や作
兵
衛

年
寄

与
兵
衛

年
寄

上
野惣
村山
庄 持
屋代
甚作庄
六蔵次

加
兵
衛

惣
山
持
代
市
三
郎

飛
山
井
出
村
庄
や
三
一
右
衛
門

年
寄

年
寄

与
平
次

惣
山
持
代
次
郎
兵
衛

大
長
瀬
村
庄
や太
左
衛
門

与
助

惣
山
持
代
次
郎
五
郎

飛
山
野
村
庄
や平
助

年
寄

年
寄

勝
林惣
院山
村持
庄代
太や七八
郎 兵 郎
左衛
衛
門

物

山
持
代
七長
左三
偉j 郎
門

飛
山
草
生
村

庄
や
年
寄

年
寄

道新
白蔵

物

山
持
代
勘源
兵太
衛郎

四
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御
入
木
山
御
代
官

木
村
源
之
助
様

此
帳
勝
林
院
寺
中

実
光
坊
納
所
ニ
留
之
、

右
者
元
禄
十
五
壬
午
六
月
二
日
ニ
改
之
者
也
、

【
四
】
元
文
五
年
山
数
検
地
帳
御
改
之
覚
書

(表
紙
)

「一万丈
五
庚
申
年
正
月
廿
九
日

山
数
検
地
帳
御
改
之
覚
書

井

御
入
木
山
数
円

U

大
原
郷
中
九
ケ
村

山一見

て

今
度
従
山
御
奉
行
様
、
北
大
原
九
ケ
村
山
庄
屋
井
両
院
寺
中
御
召
ニ
付

罷
登
り
候
処
、
惣
而
山
峯
等
殊
外
広
大

ニ
付
、
検
地
委
細
書
付
門

U
旨

被
仰
付
候
ニ
付
、
右
山
谷
之
検
地
之
門

U
延
宝
七
己
未
年
六
月
石
川
主
殿

検
地
惣
奉
行

[帳
〕

頭
様
h

U
御
役
人
石
川
伊
織
殿
検
地
長
御
座
候
、
右
之
帳
面
を
以
、
書

紙

ハ

西

ノ

内

こ

の

h

u

立
ケ
さ
せ
候
て
帳
面
門

U
弐
冊
仕
立
候
て
差
上
ケ
申
候
、
別
ニ
御
門

U

山
数
帳
壱
冊
仕
立
、
九
ケ
村
之
山
庄
屋
h
U
両
院
之
寺
中
役
者
印
形
を

以
差
上
ケ
候
、
是
ハ
小
字
帳
也
、
古
来
帳
面
ハ
大
字
計
有
之
候
ニ
よ
り
、

田
口

標

・
松
下
幸
司

・
宇
野
日
出
生

京
都
大
原
の
山
林
文
書

(
四
)

く
わ
し
く
此
度
別
一
一
壱
冊
仕
立
候
也
、

惣
而
北
山
之
分
い
つ
れ
も
御
改
一一
付
、
私
共
方
も
右
之
様

一一
御
改

可
被
成
候
也
、

元
文
五
年
庚
申
正
月
廿
九
日

御
入
木
山
数
帳
山
城
国
北
大
原九
ケ
村

延
宝
七
未
年

石
川
主
殿
頭
様
御
検
地
帳
之
面

山
城
国
愛
宕
口
大
原
口

148 

一
、
大
字
之
山
数
四
十
四
ケ
所

上
ケ
黒
木
壱
万
弐
千
把

HJ
長
六
寸
木
口
六
寸
、
壱
把
ニ付

{
御
運
上
銀
五
厘
宛

是
ハ

十
二
月
分
ニ而
、
閏
月
在
之
年
ハ
、
右
積
り
を
以

壱
ヶ
月
相
口
、
古
来
よ
り
上
納
仕
来
り
候、

右
大
字
之
山
之
内

ニ
小
字
之
大
原
九
ケ
村
山
持
共
入
組
所
持
仕
罷
在
候
、
此

村
々
山
持
小
割
ニ
而
所
持
仕
候
、
村
分
ケ
之
ケ
所
左
之
通
ニ
御
座
候
、

此
御
運
上
銀
六
百
目

一
、
小
分
ケ
山
数
百
八
ケ
所

〔祐
〕

地
方
狩
野
姑
清
口
口

大
原
門

U

此
上
ケ
黒
木
六
百
拾
玉
把
六
分

〔村
分
〕

戸
寺
門

U

五



生
物
資
源
経
済
研
究

右
百
姓
之
持
山
ニ御
座
候
、

地
方
梶
井
御
門
跡
様
御
家
領

同
断

[院
村
分
〕

勝
林
h
u

て

同
断
百
廿
弐
ケ
所

妙
法
院
御
門
跡
様
御
家
領

半
井
臆
庵
殿
御
下

右
同
断
上
野
村
分

一
、
同
断
百
九
拾
ケ
所

此
上
ケ
黒
木
弐
千
六
百
三
十
把
四
厘

内

此
上
ケ
黒
木
千
六
百
拾
把
三
分
弐
厘

廿
三
ケ
所

六
拾
壱
ケ
所

弐
ケ
所

弐
ケ
所

梶梶
井井
惣様百様
村坊姓御
持 官 持持
山持山山
山

内

百
拾
玉
ケ
所

七
ケ
所

百
姓
持
山

惣
村
持
山

弐
ケ
所

日審
Uカ
庵〕

持
山

て

同
断
八
拾
ケ
所

此
上
ケ
黒
木
九
百
四
拾
六
把

〔領
〕

地
方
梶
井
御
門
跡
様
御
家
口

同

断

〔

村分〕

大
長
瀬
寸

U

地
方
半
井
櫨
庵
殿
御
下

司
d

「灯小
出
石
村
分

右
不
残

百
姓
持
山

一
、
同
断
百
八
ケ
所

此
上
ケ
黒
木
八
百
七
十
三
把
七
分

内

地
方
梶
井
御
門
跡
様
御
家
領

同
断

て

同
断
百
四

十

七

ケ

所

来

迎

院

村

分

此
上
ケ
黒
木
弐
千
五
百
九
十
四
把
一二
分
四
厘

百
六
ケ
所

弐
ケ
所

〔山
〕

百
姓
持
口

惣
村
持
山

内

地
方
半
井
臆
庵
殿
御
下

同
断

〔分
〕

井
出
村
口

百
四
拾
五
ケ
所

弐
ケ
所

百
姓
持
山

惣
村
持
山

一
、
同
断
三
十
五
ケ
所

十

ノ、

147 



〔持
山
〕

一
、

同

断

六

拾

ケ

所

勝

林

院
寺
中
h
u

此
上
ケ
黒
木
八
百
五
十
九
把
七
分
寺
中
持
山

此
上
ケ
黒
木
一二
百
六
把
三
分

右
不
残

一
、
同
断
七
ケ
所

此
上
ケ
黒
木
玉
拾
三
把

右
不
残

て

同
断
士
一
十
弐
ケ
所

此
上
黒
木
五
百
八
十
六
把
壱
分

右
不
残

一
、
同
断
玉
拾
壱
ケ
所

此
上
ケ
黒
木
九
百
廿
凹
把
半

右
不
残

右
不
残

合
上
ケ
黒
木
壱
万
弐
千
把

田
口

標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生

百
姓
持
山

山
四
拾
四
ケ
所

右
ハ
大
原
両
院
寺
中
九
ケ
村
百
姓
共
所
持
之
ケ
所
、
右
之
通
ニ
御
座
候
、

元
文
五
年
印
正
月
廿
九
日

地
同方
野断半
村井
分櫨
庵
殿
御
下

戸
寺
村
山
庄
屋

十
右
衛
門

大
長
瀬

[同
〕

十
郎
兵
衛
口

百
姓
持
山

勝
林
院十
左
衛
門

地
方
半
井
櫨
庵
殿
御
下

同

断

〔

村
分
〕

草
生
寸

U

上
野
善
太
夫

同

来
迎
院弥
右
衛
門

百
姓
持
山

出
彦石
十
良13

同

来
迎
院
寺
中
持
山

草
生
久
五
郎

同

寺
中
持
山

勝来
林迎
院院野井
寺寺村出
秀役恵役孫 清
ドI晴敬者十右
郎衛
口同 門

木
村
宗
右
衛
門
様

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)

円
け
い

戸」「同同
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資
源
経
済
研
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)¥. 

【
五
】
明
和
六
年
御
触
書
留
(
部
分
抜
書
)

井
出
村
庄
屋
三
之
丞

(
印
)

人
足
弐
拾
人

野
村
庄
や

善
右
衛
門
(
印
)

右
者
明
後
廿
一
日
δ
大
原
村
御
入
木
品
見
分
、
為
御
用
御
普
請
役
元
〆

代
リ
、
吟
味
方
、
木
村
宗
右
衛
門
手
代
、
其
外
棟
梁
共
罷
越
候
問
、
人

足
等
無
滞
差
出
候
様
可
申
遣
候
、
且
又
右
御
用
相
済
、
外
村
々
罷
越
候

日
限
之
儀
者
相
知
次
第
、
右
御
用
先
々

δ
先
触
差
出
可
申
候
問
、
其
節

人
足
無
滞
差
出
候
様
是
又
可
申
遣
シ
候
事
、

丑
七
月
十
九
日

右
之
通
被
仰
渡
候
、
右
者
明
後
廿

一
日
大
原
郷
御
入
木
山
御
用
被
相
越

候
問
、
村
人
足
無
滞
差
出
、
庄
屋
年
寄
罷
出
、
世
話
人
足
間
違
無
之
様

可
致
候
、
尤
正
六
時
前
出
立
ニ
候
問
、
左
様
相
心
得
可
致
候
、

一
、
大
原
郷
御
用
相
済
、
夫
δ
梅
ケ
畑
御
入
木
山
へ
相
越
候
、
且
又
大
原

郷
ニ
御
逗
留
之
日
数
不
相
知
候
、
明
之
御
用
相
済
候
ハ
¥
梅
ケ
畑
江

出
立
、
前
日
ニ
先
触
出
可
申
候
問
、
左
様
相
心
得
、
右
先
触
日
限
ニ
人

足
無
間
違
差
出
シ
可
被
申
候
、

一
、
高
野
川
人
足
、
村
方
入
口

ニ
明
後
廿

一
日
正
六
ツ
時
ニ
相
揃
可
被
申
候
、

其
外
村
領
之
通
、
人
足
無
滞
差
出
候
様
可
被
申
候
、
以
上
、

丑
七
月
十
九
日

(
こ
の
間
欠
落
)

八
ケ
村
庄
屋
年
寄

御
普
請
役
一
元
〆
代
リ
、
吟
味
方
下
役
之
分
、
人
足
九
人

木
村
宗
右
衛
門
手
代
弐
人
共
、
人
足
五
人

都
拾
四
人

右
者
明
廿

一
日
δ
大
原
村
御
入
木
山
木
品
見
分
、
為
御
用
御
普
請
役
元

[
7
7
〕

〆
代
リ
、
吟
味
方
下
役
、
御
普
請
御
普
請
役
人
井
木
村
宗
右
衛
門
手
代

罷
越
候
問
、
人
足
等
無
滞
差
出
候
様
可
申
遣
候
、
且
又
右
御
用
相
済
、

外
村
δ
罷
越
候
日
限
之
義
者
相
知
次
第
、
右
御
用
先
々

δ
先
触
差
出
可

申
候
問
、
其
節

ニ
人
足
無
滞
可
差
出
候
、
若
御
用
先
々

δ
不
時

ニ
京

都
江
罷
越
候
義
有
之
、
人
足
之
儀
右
之
者
δ
申
付
候
ハ
¥
是
又
無
滞

人
足
可
差
出
候
旨
申
遣
候
、
尤
右
之
趣
昨
日
申
渡
シ
候
得
共
、
人
足
人

数
等
も
相
洩
ニ
付
、
尚
文
右
之
段
申
遣
候
、

丑
七
月
廿
一
日

右
之
通
被
仰
渡
候
問
、
左
様
相
心
得
可
被
申
候
、
諸
事
昨
日
申
遣
候
通
、

人
足
無
間
違
差
出
可
申
候
、

〔7
7
〕〔
明
主

一
、
高
野
川
人
足
之
義
、
無
間
違
差
出
可
口
六
ツ
時
前
ニ
、
今
出
川
柳
木

辺
迄
差
出
シ
置
候
様
被
仰
渡
候
問
、

左
様
ニ
可
被
相
心
得
候
、
以
上
、

丑
七
月
廿

一
日
朝
萩
野
七
郎
左
衛
門

明
廿

一
日
δ
御
入
木
山
為
見
分
御
用
、
御
普
請
役
元
〆
代
リ
、
吟
味
方

萩
野
七
郎
左
衛
門

政
所
役
久
保
彰
左
衛
門
(
印
)

戸
寺
村
庄
屋
浅
右
衛
門
(
印
)
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下
役
、
御
普
請
役
井
木
村
宗
右
衛
門
手
代
罷
越
候
ニ
付
、
人
足
差
出
候

様
可
申
遣
候
問
、
申
渡
ニ
候
得
共
、
右
見
分
罷
越
候
義
延
引
相
成
候
ニ

付
、
先
ハ
人
足
差
出
候
不
及
候
問
、
其
段
早
々
申
遣
候
事
、

丑
七
月
廿

一
日
、
但
シ
廿
日
出

右
之
通
被
仰
渡
候
ニ
付
申
遣
候
、
以
上
、

萩
野
七
郎
左
衛
門
政
所
役
人
久
保
彰
左
衛
門
(
印
)

戸
寺
村
庄
屋浅
右
衛
門
(
印
)

井
出
村
庄
屋三
之
丞

野
村
庄
屋
善
右
衛
門
(
印
)

い主

三

ふ

1
±
」
喜
三
戸
、

正
『弓
」木
1
H
仕
E
泊
H

T

助
次
郎
(
印
)

来
迎
院
勝
林
院
村
大
長
瀬
村
右
三

ケ
村

庄
屋彦
右
衛
門
(印
)

上
野
村
庄
屋土
ロ
之
丞

大
原
御
領
御
入
木
内
山
入
組
場
所
之
帳

天
明
四
甲
辰
年月

大
長
瀬
村

一
、
字
大
長
瀬
谷
岩
ノ
手
壱
箇
所

梶
佐山井
竹路宮
幸縫様
内右山
(衛方
印門世
話
印役
)人

四
至
境

東
ハ
木
下
シ
ヲ
定

南
ハ
尾
通
ヲ
定

西
ハ
堀
ヲ
定

北
ハ

谷
川
ヲ
定

此
御
入
木
拾
把

但
シ
十
二
ヶ
月
分

(
印
)

一
、
字
大
長
瀬
谷
岩
ノ
手
壱
箇
所

梶
佐山井
竹路宮
幸縫様
内右山
(衛方
印門世
話
印役
)人

四
至
境

東
ハ
三
ッ
頭
木
下
シ
ヲ
定

南
ハ
尾
通
肩
ヲ
定

西
ハ
堀
ヲ
定

北
ハ
谷
川
ヲ
定

此
御
入
木
拾
三
把

但
シ
十
二
ヶ
月
分

(
印
)

一
、
字
大
長
瀬
谷
日
面
壱
箇
所

来
迎
院
村

孫
治
郎
(
印
)

東
ハ
木
下
シ
ヲ
定
西
ハ
ゆ
り
ヲ
定

南

ハ

川

ヲ

定

北

ハ

尾

通

ヲ

定

此
御
入
木
八
把

但
シ
十
二
ヶ
月
分

同
庄
屋直
右
衛
門
(
印
)

【
六
】
天
明
四
年
山
城
国
愛
宕
郡
大
原
御
領
御
入
木
内
山
入
組
場
所
之
帳

(
表
紙
)

「山
城
国
愛
宕
郡

田
口

標
・
松
下
幸
司

・
宇
野
日
出
生

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)

四
至
境

一
、
字
大
長
瀬
谷
日
面
壱
箇
所

東
ハ
堀
ヲ
定

南
ハ
谷
ヲ
定

七
右
衛
門
(
印
)

西
ハ
堀
δ
根
石
谷
へ
引
渡
シ
定

北
ハ
道
尾
通
ヲ
定

四
至
境
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一

、

字

大

長

瀬

谷

小

谷

壱

箇

所

助

右

衛

門

乙

東

ハ

ゆ

リ

道

ヲ

定

西

ハ

水

流

ヲ

定

四
至
境ナ
南
ハ
一
肩
道
ヲ
定
北
ハ
一
屑
堀
ヲ
定

此
御
入
木
弐
拾
四
把
但
シ
十
二
ヶ
月
分

生
物
資
源
経
済
研
究

此
御
入
木
武
拾
七
把
半

但
シ
十
二
ヶ
月
分

(
印
)

東
ハ
大
岩
肩
引
落
シ
ヲ
定

南
ハ
道
峯
ヲ
坂
口
へ
落
井
ヲ
定

此
御
入
木
四
把
半
但
シ
十
二
ヶ
月
分

四
至
境

て

{

子

大

長

瀬

谷

日

面

壱

箇

所

七

右

衛

門

三

東

ハ

堀

ヲ

定

西

ハ

堀

通

ヱ

足

四
至
境ι
ー
南
ハ
谷
川
ヲ
定
北
ハ
尾
通
ヲ
定

此
御
入
木
七
把
但
シ
十
二
ヶ
月
分

一
、
字
大
長
瀬
谷
小
谷
儀
広
山

東
ハ
木
下
シ
道
ヲ
定

南
ハ
尾
通
道
ヲ
定

四
至
境

て

{
子
大
長
瀬
谷
柿
木
平
壱
箇
所

来
迎
院
村

惣
中
(
印
)

此
御
入
木
六
把

但
シ
十
二
ヶ
月
分

東

ハ

堀

通

ヲ

定

西

ハ

谷

川

ヲ

定

南
ハ
谷
堀
へ
引
渡
シ
ヲ
定
北
ハ
谷
川
ヲ
定

此
御
入
木
拾
壱
把
半
但
シ
十
二
ヶ
月
分

四
至
境

て

{
子
大
長
瀬
谷
頭
壱
箇
所

来
迎
院
村

惣
中
(
印
)

東
ハ
堀
通
ヲ
定
西
ハ
堀
通
谷
へ
引
渡
シ
ヲ
定

南
ハ
尾
通
ヲ
定
北
ハ
谷
ヲ
定

此
御
入
木
五
把
但
シ
十
二
ヶ
月
分

一
、
字
大
長
瀬
谷
峯
山
壱
箇
所

乙
東
ハ
木
下
シ
ヲ
定

四
至
境ナ
南
ハ
尾
通
ヲ
道
へ
定

此
御
入
木
六
把
但
シ
十
二
ヶ
月
分

四
至
境

一
、

字

大

長

瀬

谷

士

宮

箇

所

重

郎

兵

衛

(

印

)

三
東
ハ
肩
ね
ぢ
木
ヲ
定
西
ハ
ね
ぢ
木
ヲ
堀
へ
定

四
至
境?

南

ハ

尾

通

道

ヲ

定

北

ハ

大

谷

ヲ

定

此
御
入
木
三
拾
玉
把
半
但
シ
十
二
ヶ
月
分

西
ハ
堀
ヲ
定

北
ハ
大
谷
水
流
ヲ
定

来
迎
院
村

惣
八
(
印
)

西
ハ
肩
ね
ぢ
木
ヲ
定

北
ハ
谷
水
流
ヲ
定

(
印
)

甚
兵
衛
(
印
)

西
ハ
肩
道
ヲ
定

北
ハ
ゆ
り
ヲ
定

一
、
字
大
長
瀬
谷
柏
木
谷
壱
箇
所
甚
兵
衛
(
印
)

乙

東

ハ

肩

出

合

ヲ

定

西

ハ

堀

切

川

ヲ

定

四
至
境ナ
南
ハ
ね
ぢ
木
川
ヲ
定
北
ハ
尾
通
道
ヲ
定

此
御
入
木
拾
五
把
半
但
シ
十
二
ヶ
月
分

一
、
字
大
長
瀬
谷
小
谷
壱
箇
所

上
四野
郎村
治
良日

(
印
)

O 
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一
、
字
大
長
瀬
谷
柏
木
谷
壱
箇
所
甚
之
丞
(
印
)

乙

東

ハ

肩

道

ヲ

定

西

ハ

谷

口

小

溝

ヲ

定

四
至
境?
南
ハ
肩
道
ヲ
定
北
ハ
肩
木
下
シ
ね
ぢ
木
堀
ヲ
定

此
御
入
木
弐
拾
七
把
但
シ
十
二
ヶ
月
分

一
、
字
大
長
瀬
谷
日
面
壱
箇
所

来
迎
院
村

善
治
郎
(
印
)

東
ハ
坂
佐
木
ヲ
定
西
ハ
堀
通
見
通
シ
ヲ
定

南
ハ
川
通
リ
ヲ
定
北
ハ
尾
通
ヲ
定

此
御
入
木
拾
三
把
半
但
シ
十
二
ヶ
月
分

四
至
境

一
、

字

大

長

瀬

谷

日

面

壱

箇

所

小

太

郎

(

印

)

三
東
ハ
木
下
シ
ヲ
定
西
ハ
木
下
シ
佐
木
ヲ
定

四
至
境?
南

ハ

谷

川

ヲ

定

北

ハ

尾

通

ヲ

定

此
御
入
木
拾
七
把
八
分
但
シ
十
二
ヶ
月
分

一
、
字
大

長

瀬

谷

日

面

壱

箇

所

甚

兵

衛

(

印

)

東
ハ
坂
岩
引
渡
シ
ヲ
定
西
ハ
坂
ヲ
定

四
至
境

南

ハ

道

水

流

ヲ

定

北

ハ

尾

通

道

ヲ

定

此
御
入
木
八
把
半
但
シ
十
二
ヶ
月
分

て

{

子

大

長

瀬

谷

壱

箇

所

小

太

郎

(

印

)

三
東
ハ
坂
通
堀
へ
見
渡
シ
ヲ
定
西
ハ
坂
道
ヲ
定

四
至
境?
南

ハ

谷

川

ヲ

定

北

ハ

尾

通

道

ヲ

定

此
御
入
木
拾
六
把
半
但
シ
十
二
ヶ
月
分

一
、
字
大
長
瀬
谷
平
見
日
面
壱
箇
所

ト
」
序
j

オ
J

聞
出
L
r
ム糸川ー

シ
」
よ

(
印
)
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東

ハ

峯

ヲ

定

西

ハ

堀

岩

へ

引

渡

シ

ヲ

定

南

ハ

谷

道

ヲ

定

北

ハ

尾

通

道

ヲ

定

此
御
入
木
拾
壱
把
但
シ
十
二
ヶ
月
分

四
至
境

一
、
字
大
長
瀬
谷
壱
箇
所

来
迎
院
村

源
七
(
印
)

東

ハ

堀

ヲ

定

西

ハ

堀

ヲ

定

南
ハ
ゆ
り
道
ヲ
定
北
ハ
大
谷
川
ヲ
定

此
御
入
木
弐
拾
壱
把
但
シ
十
二
ヶ
月
分

一
、
字
大
長
瀬
谷
壱
箇
所

上
野
村
小
治
郎
(
印
)

東
ハ
峯
通
ヲ
定
西
ハ
岩
根
ニ
付
佐
木
肩
ヲ
定

南

ハ

尾

通

ヲ

定

北

ハ

谷

道

ヲ

定

此
御
入
木
玉
把
半
但
シ
十
二
ヶ
月
分

四
至
境

四
至
境

一
、
字
大
長
瀬
谷
壱
箇
所

ト
し
手
寸
J

聞
出
L
F

ムホパー

孫
之
進
(
印
)

東
ハ

三
ッ
頭
ヲ
定

西
ハ
堀
ヲ
定

南

ハ

尾

通

ヲ

定

北

ハ

大

谷

川

ヲ

定

此
御
入
木
三
拾
七
把
但
シ
十
二
ヶ
月
分

一
、
字
大
長
瀬
谷
平
見
壱
箇
所

四
至
境

東
ハ
峯
通
ヲ
定

南
ハ
谷
道
ヲ
定

来
迎
院
村

惣
八
(
印
)

西
ハ
依
木
道
ヲ
定

北
ハ
尾
通
道
ヲ
定

四
至
境

田
口

標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)



生
物
資
源
経
済
研
究

此
御
入
木
八
把

但
シ
十
二
ヶ
月
分

一
、
字
伊
王
谷
壱
箇
所

乙
東
ハ
肩
通
ヲ
定

四
至
境ナ
南
ハ
ゆ
り
肩
ヲ
定

此
御
入
木
四
把
半

重
郎
兵
衛
(
印
)

西
ハ
溝
通
ヲ
定

北
ハ
大
谷
水
流
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

右
山
数
合
弐
拾
三
ケ
所
〔ママ
〕

此
御
入
木
三
百
四
拾
八
把
三
厘
三
一分

一
、
字
伊
王
谷
壱
箇
所

三
東
ハ
大
川
ヲ
定

四
至
境?
南
ハ
大
川
ヲ
定

此
御
入
木
拾
士
宮
把
五
分
八
厘

一
、
字
大
釜
壱
箇
所

甚
兵
衛
(
印
)

西
ハ
肩
ヲ
谷
へ
引
渡
シ
ヲ
定

北
ハ
木
下
シ
ヲ
見
渡
シ
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

小
太
郎
(
印
)

四
至
境

東
ハ
三
ツ
頭
ヲ
谷
へ
引
渡
シ
ヲ
定

南
ハ
谷
川
ヲ
定

西
ハ
三
ッ
頭
ヲ

谷
へ
引
渡
シ
ヲ
定

北
ハ
峯
ヲ
定

此
御
入
木
六
把
半

但
シ
十
二
ヶ
月
分

此字
御四寄
入至林
木境壱
拾箇
弐南東所
把ハハ
尾肩
通見
Z通
}王ヲ

定

{旦
、/

十

ヶ
月
分北西
ハハ七
川肩右
Z見衛
疋雪門
定自

一
、
字
細
谷
壱
箇
所東
ハ
肩
通
ヲ
定

用
」
京
主
立
見

-二一一

i
一
南
ハ
ゆ
り
ヲ
定

此
御
入
木
九
把
半

小
太
郎
(
印
)

西
ハ
肩
通
ヲ
定

北
ハ
峯
境
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分
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一
、
宇
高
瀧
壱
箇
所

惣
中
(
印
)

ミ
、
寄
林
水
流
ヲ
大
岩
へ

耳
ノ
引
渡
シ
ヲ
定

南
ハ
延
命
山
ノ
堀
ヲ
定

此
御
入
木
壱
把
但
シ
十
二
ヶ
月
分

西
ハ
大
肩
ヲ
定

北
ハ
一
屑
ヲ
定

一

、

字

北

瀧

壱

箇

所

甚

兵

衛

(

印

)

乙

東

ハ

坂

ヲ

定

西

ハ

大

は

さ

ま

の

一

屑

通

ヲ

定

四
至
境ナ
南

ハ

横

ゆ

り

ヲ

定

北

ハ

尾

通

ヲ

定

此
御
入
木
七
把
半
但
シ
十
二
ヶ
月
分

四
至
境

一
、
字
北
瀧
壱
箇
所

孟
東
ハ
ゆ
り
道
ヲ
定

四
至
境ナ
南
ハ
肩
道
通
堀
へ
引
渡
シ
ヲ
定

此
御
入
木
拾
壱
把
但
シ
十
二
ヶ
月
分

西
ハ
水
流
ヲ
定

北
ハ
肩
堀
ヲ
定

一

、

字

伊

王

谷

壱

箇

所

甚

之

丞

(

印

)

乙

東

ハ

岩

δ
肩

通

ヲ

定

西

ハ

尾

通

ヲ

定

四
至
境ナ
南

ハ

肩

通

ヲ

定

北

ハ

ゆ

り

岩

ヲ

引

渡

シ

ヲ

定

此
御
入
木
拾
壱
把
半
但
シ
十
二
ヶ
月
分

惣
中
(
印
)



一
、

字

東

庄

津

壱

箇

所

甚

之

丞

乙

東

ハ

尾

通

ヲ

定

西

ハ

大

川

ヲ

定

四
至
境?

南

ハ

尾

通

ヲ

定

北

ハ

谷

ヲ

定

此
御
入
木
弐
拾
九
把
半
但
シ
十
二
ヶ
月
分

山
隠
山
抜
境
又
者
他
領
山
与
紛
敷
義
御
座
候
而
、
後
日
ニ
露
顕
仕
候
者
御

座
候
ハ
L

、
御
吟
味
之
上
、
山
持
主
庄
屋
年
寄
不
申
及
、
惣
山
持
共
ま
で

如
何
様
之
曲
事
ニ
も
可
被
仰
付
候
、
伺
而
為
後
日
之
連
判
奥
喜
如
件
、

天
明
四
甲
辰
年
二
月

(
印
)

一
、
字
岩
屋
壱
箇
所

甚
兵
衛

井
出
村

(
印
)
源
太
郎
譲
ル

四
至
境

東
ハ
峯
ヲ
定

南
ハ
大
一
屑
ヲ
定

御
代
官
木
村
宗
右
衛
門
様

西
ハ
谷
水
流
ヲ
定

北
ハ
肩
ヲ
定

此
御
入
木
拾
八
把

但
シ
十
二
ヶ
月
分

大
山長
年庄瀬
寄屋村

助
右
衛
門
(
印
)

甚
兵
衛
(
印
)

一
、
字
脇
谷
壱
箇
所

彦
右
衛
門
(
印
)

野
村
甚
助
譲
ル

【
七
】
享
和
三
年
大
原
御
領
御
入
木
山
入
組
場
所
四
至
境
帳

(表
紙
)

「
享
和
一二

亥

年

勝

林

院

内

大
原
御
領
御
入
木
山
入
組
場
所
四
至
境
帳

三
一
月
吉
日
改
之

此
御
入
木
乍三

把南東
ノ、ノ¥

但尾瀧
シ i面へ
十亨引
二定渡
ケン

11; 
」

1
1

、J4
3

、
ゴ
ヨ
a

才
/
コ
二

酉
ノ
μ
左
パ4
雇
汁

--H
疋

北
ハ
岩
水
流
ヲ
定

四
至
境

右
山
数
合
拾
弐
ケ
所

此
御
入
木
百
弐
拾
一二
把
五
分
八
厘

一
一
口
合
四
百
六
拾
弐
把
八
分
八
厘

一
、
字
う
ゑ
山

右
者
大
原
御
領
御
入
木
内
山
、
此
度
御
吟
味
之
上
壱
箇
村
切
ニ
帳
面
被
仰

付
候
、
依
之
庄
屋
年
寄
其
外
山
持
共
立
合
内
山
吟
味
仕
、
四
至
傍
示
山
之

字
他
領
山
境
等
明
細
ニ
喜
記
井
山
之
多
少
御
運
上
木
数
是
又
書
付
、
銘
々

持
主
之
名
印
ニ
而
指
上
申
候
、
右
帳
面
ニ
毛
頭
相
違
無
御
座
候
、
万

一
抜

東
ハ
尾
通
ヲ
定

西
ハ
ゆ
り
ヲ
定

此
御
入
木
拾
三
把

四
至
境
ハ

田
口

標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)

宝寺
泉中
院

印

宝
泉
院
分

壱
ケ
所

南
ハ
か
た
ヲ
定

北
ハ
木
下
シ
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分
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四

壱
箇
所

四
至

東
ハ
尾
通
ユ
り
先
ヲ
定

西
ハ
木
下
シ
岩
ノ
は
な
ヲ
定

此
入
木
拾
九
把

南
釜
土
ヲ
は
い
か
け
み
づ
木
ヲ
定

北
ハ
尾
通
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

円

U
山

て

字
口
上
ク
利
谷
山

東
ハ
尾
通
ヲ
定

四
至

西
ハ
道
ヲ
定

此
入
木
五
拾
把

南
ハ
上
ハ
岩
中
ね
ぢ
木
木
下
シ
谷
へ
引
渡
定

北
ハ
か
た
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

て

字
奥
上
ク
利
谷
山

壱
ケ
所

東

ハ

木

下

シ

釜

土

ヲ

定

南

ハ

谷

ヲ

定

西
ハ
小
肩
上
り
口
ノ
岩
ヲ
定
北
ハ
尾
通
ヲ
定

東

木

下

シ

谷

へ

引

渡

定

南

ハ

尾

通

ヲ

定

西

ハ

く

ぼ

み

谷

へ

引

渡

定

北

ハ

谷

ヲ

定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

四
至

一
、
字
す
の
こ
谷
山

東
ハ
一
肩
通
は
ざ
ま
ヲ
定

西
ハ
肩
谷
へ
引
渡
定

壱
ケ
所

南
尾
通
ヲ
定

北
ハ
谷
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

南
向
山

此
入
木
四
把

四
至

北
向
山

一
、
字
さ
き
屋
山

此
入
木
拾
八
把

東
向
山

四
至

一
、
字
大
掛
ヶ
山
東
ハ
伊
か
立
通
ヲ
定

西
ハ
田
ノ
ふ
ち
ヲ
定

西
向
山

ぞ北南 FE
±イ?イ?所
合合

ヶかヱ
月わ疋

分量

四
至

此
入
木
七
把

此
入
木
二
拾
四
把

一
、
字
市
之
瀬
山

一
、
字
く
も
ケ
原
山

東
ハ
ゆ
り
ヲ
定

西
ハ
尾
通
ヲ
定

東
向
山

壱
ケ
所

南
ハ
か
た
ヲ
定

北
ハ
肩
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

四
至

四
至

西
向
山

此
入
木
七
拾
六
把

此
入
木
八
把

字き
北EE
瀧￥
山山

「ムー，

十

谷
中
山

壱
ケ
所

壱
箇
所

東

ハ

道

ヲ

定

南

ハ

か

た

ヲ

定

西

ハ

川

ヲ

定

北

ハ

谷

ヲ

定

東

ハ

谷

ヲ

定

南

ハ

か

た

ヲ

定

西
ハ
尾
通
ヲ
定
北
ハ
は
ざ
ま
ヲ
谷
へ
引
渡
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

壱
ケ
所

東

ハ

尾

通

ヲ

定

南

肩

ユ

り

ヲ

定

西

ハ

大

川

ヲ

定

北

ハ

尾

通

ヲ

定

東
ハ
右
か
わ
ヲ
定
南
尾
通
木
下
シ
ヲ
定

西

ハ

尾

通

ヲ

定

北

ハ

か

た

通

ヲ

谷

へ

引

渡

定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

壱
ケ
所
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東
向
山

東
ハ
ユ
り
ヲ
定
南
ハ
木
下
シ
ヲ
定

西
ハ
か
わ
ヲ
定
北
ハ
谷
へ
岩
へ
引
渡
定

東

ハ

川

ヲ

定

南

ハ

か

た

ヲ

定

西

ハ

尾

通

ヱ

疋

北

ハ

肩

ヲ

定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

四
至

西
向
山

此
入
木
八
把

壱
ケ
所

南
ハ
尾
通
ヲ
定

北
ハ
か
た
ヲ
定

此

入

木

弐

把

但

シ

十

二

ヶ

月

分

此
山
者
伊
香
立

δ
地
子
米
ニ
而
納
ル
、
年
ニ
弐
斗
ツ
¥

て

宇
野
田
山

四
至

東
ハ
尾
通
ヲ
定

西
ハ
ミ
ち
ヲ
定

一
、

字

坂

之

尻

山

壱

箇

所

東

ハ

小

か

た

ヲ

定

南

ハ

尾

通

ヲ

定

西
ハ
近
江
坂
之
尻
へ
引
渡
定
北
ハ
ミ
ち
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

四
至

此
入
木
八
把

て

{
子
向
之
う
ら
山

壱
ケ
所

南
ハ
坂
ヲ
引
渡
定

北
ハ
か
た
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

四
至

東
ハ
ユ
り
釜
土
ヲ
定

西
ハ
ゆ
り
ヲ
定

此
入
木
二
拾
壱
把
半

一
、
字
向
浦
な
ぐ
ろ
原

東
ハ
道
ヲ
定

西
ハ
ユ
り
ヲ
定

壱
ケ
所

南
ハ
み
ち
ヲ
定

北
ハ
肩
大
海
道
へ
引
渡
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

四
至

此
入
木
拾
九
把

田
口

標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)

「上ー，

十

古
知

西東谷
ハハ山
か肩
たか
アわ
iEヲ

.-'-・

1と

四
至

此
入
木
拾
五
把
八
分

¥ 

r上ー，

ナ
同
所
山

/ 

東
ハ
か
た
ヲ
川
へ
定

西
ハ
か
た
ヲ
定

城
南
院
僧
正
様

δ
譲
り
也

此
御
入
木
三
一
把
七
歩

此
山
壱
所
者
古
知
谷
へ
譲
ル

四
至

一
、
字
同
所
山東
ハ
か
た
ヲ
定

四
至

西
ハ
堀
通
ヲ
定

此
御
入
木
二
把
七
歩

「上ー，

十

同
所

西東山
/¥/¥ 

ユ小
り肩
みア
ち疋
ヲ

定

四
至

此
御
入
木
四
拾
二
把
半

壱
ケ
所

南
ハ
谷
か
わ
ヲ
定

北
ハ
尾
通
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

壱
ケ
所

こ
ん
じ
ゃ
う
谷
ハ
な
し

南
ハ
尾
通
ヲ
定

北
ハ
川
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

壱
ケ
所

南
ハ
釜
と
こ
ヲ
定

北
ハ
ゆ
り
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

壱
ケ
所

南
ハ
肩
腰
中
岩
之
上
ヲ
定

北
ハ
尾
通
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

此都
御合
入山
木数
惣拾
合八
三箇
百所

拾
七
十巴
弐
但分
ンノ

十

ヶ
月
分
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「
別
ニ
地
子
山
壱
箇
所
、
字
古
知
谷
本
堂
上

f
此
壱
ケ
所
本
堂
上
者
古
知
谷
へ
譲
ル
な
し

一
、
字
奥
と
L

き
山

四
至

東
ハ
尾
通
ヲ
定

西
ハ
肩
ヲ
定

此
入
木
九
把

一
、
字
口
と
L

き
山

四
至

西東
ノ、ノ、

峯小
ブか
疋た
ヲ

定

此
入
木
拾
七
把

一
、
字
那
知
尾
山

四
至

東
ハ
か
た
ヲ
定

西
ハ
峯
ヲ
定

此
入
木
三
拾
一二
把

一
、
字
古
厘
谷
山
東
ハ
か
た
ヲ
定

四

至

ノ
西
ハ
峯
ヲ
定

此
入
木
二
把
半

て

字
古
屋
山

宝
泉
院
ぶ
ん

東
ハ
一
肩
ヲ
定

西
ハ
谷
ヲ
定

此
入
木
二
把

四
至

本
堂
分

壱
ケ
所

南
ハ
か
た
ヲ
定

北
ハ
ミ
ち
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

一
、
字
と
う
こ
山

四
至

東
ハ
か
た
ヲ
定

西
ハ
か
た
ヲ
定

此
入
木
拾
壱
把
半

壱
ケ
所

南
ハ
肩
ヲ
定

北
ハ
尾
通
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

一
、
字
あ
ぶ
ら
山

四
至

東
ハ
尾
通
ヲ
定

西
ハ
肩
ヲ
定

此
入
木
四
把

壱
ケ
所

一
、
字
う
ば
谷
山

南
ハ
尾
通
ヲ
定

北
ハ
か
た
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

西寺西東
/¥そノ¥ノ、

溝そ肩肩
掛そヲ釜

引主
渡引
定渡
定

四
至

此
入
木
玉
把
半

士
官
ケ
所

南
ハ
峯
ヲ
定

北
ハ
峯
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

一
、
字
狼
谷
山東
ハ
か
た
ヲ
定

西
ハ
木
下
シ
定

此
入
木
玉
把

四
至

壱
ケ
所

ノ、

南
ハ
大
川
ヲ
定

北
ハ
か
た
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

壱
ケ
所

南
ハ
ユ
り
ヲ
定

北
ハ
峯
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

壱
ケ
所

南
ハ
谷
ヲ
定

北
ハ
肩
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

壱
ケ
所北司ヒ南

ノ¥そノ¥ノ、

尾功、肩
通そた通
ヲマヲヲ

定そ定定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

壱
箇
所

南
ハ
ゆ
り
ヲ
定

北
ハ
肩
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分
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一
、
字
く
ら
お
き
山

四
至

東
ハ
ユ
リ
ヲ
定

西
ハ
か
た
ヲ
定

此
入
木
四
把

一
、
字
う
ゑ
山東
ハ
ミ
そ
ヲ
定

西
ハ
ミ
ち
ヲ
定

此
入
木
五
拾
九
把
二
分

四
至

壱
ケ
所

一
、
字
水
鶏
ヶ
谷
山

東
ハ
堀
ヲ
定

西
ハ
み
ち
ヲ
定

南
ハ
ゆ
リ
ヲ
定

北
ハ
肩
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

四
至

此
入
木
二
拾
三
把

壱
ケ
所

南
ハ

谷
ヲ
定

北
ハ
櫨
庵
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

一
、
字
壷
岩
山

壱
ケ
所

南
ハ
谷
ヲ
定

北
ハ
肩
大
岩
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

四
至

壱
ケ
所

東
ハ
木
下
シ
谷
へ
引
渡
定
南
ハ
水
渡
ヲ
定

西
ハ
木
下
シ
谷
へ
引
渡
定
北
ハ
峯
通
定

此
入
木
七
拾
七
把
半

但

シ

十

二
ヶ
月
分

四
至

て

{

子

六

斗

山

壱

ケ

所

東
ハ
木
下
シ
ユ
リ
へ
引
渡
定
南
ハ
肩
通
坂
へ
引
渡
定

西

ハ

ミ

ち

ヲ

定

北

ハ

谷

ヲ

定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

四
至

此
入
木
三
把

一
、
宇
古
屋
谷
山
東
ハ
尾
通
ヲ
定

四
至

西
ハ
尾
通
ヲ
定

此
入
木
拾
把
半

て

{
子
き
び
が
尾
山

四
至

東
ハ
尾
通
ヲ
定

西
ハ
ミ
ち
ヲ
定

此
入
木
五
拾
玉
把

田
口

標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生

一
、
字
奥
上
リ
利
谷
山

東
ハ
岩
肩
ヲ
定

西
ハ
瀧
ヲ
定

此
入
木
九
把
半

壱
ケ
所

南
ハ
か
げ
日
面
共
合
ヲ
肩
ヲ
定

北
ハ
か
げ
日
面
共
合
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

一
、
字
す
の
こ
谷
山

東
ハ
肩
三
一
ツ
頭
ヲ
定

四
至

西
ハ
大
肩
通
ヲ
定

此
入
木
玉
把
半

木北南
下ノ、ハ
{日ン肩屑壱
ジ引ヲヌ'k庁

士士暗号所
i 設定
iL 峯
ノ J 堀

之

字
向
之

西東浦
ハハ山
ゆ大
り道
ヲヲ

定定

四
至

此
入
木
拾
玉
把

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)

壱
ケ
所

南
ハ
肩
通
ヲ
定

北
ハ
谷
川
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

壱
ケ
所

南
ハ
岩
水
渡
ヲ
定

北
ハ
岩
ノ
は
な
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

壱
ケ
所

南
ハ
木
下
シ
稔
木
見
ヲ
定

北
ハ
肩
木
下
シ
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分
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一
、
字
同
所
明
神
上
ノ
山

東
ハ
岩
ゆ
り
通
ヲ
定

四
至

西
ハ
ゆ
り
ヲ
定

此
入
木
拾
八
把
半

此四字
入 至古
木知
拾 西東平
玉ハハ山
把尾道
通 ア
ヲ疋

定

士官

ケ
所

山
手
銀
四
百
五
拾
七
匁
三
分
八
厘
ナ
リ

南
ハ
一
屑
木
下
シ
ヲ
定

北
ハ

木
下
シ
谷
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

此
御都
入合
木 山
四数
百 二
二拾
拾三四
壱ケ
把所

壱
箇
所

南
ハ
木
下
シ
ヲ
定

北
ハ
肩
株
木
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

一
、
上
利
谷
南
谷
壱

ケ
所

一
、
向
浦
山
壱
箇
所

一
、
脇
谷
壱
ケ
所

一
、
流
谷
壱
ケ
所

四
至

壱
ケ
所

東
ハ

肩
ヲ
定

南
ハ
谷
水
渡
ヲ
定

西
ハ
ゆ
り
通
見
返
リ
ヲ
定

北
ハ
大
一
屑
ヲ
定

此
入
木
二
拾
玉
把
三
歩

但

シ

十
二
ヶ
月
分

て

{
子
狼
岩
山

一
、
字
脇
谷
山東
ハ

尾
通
り
ヲ
定

四
至

西
ハ
尾
通
ヲ
定

此
入
木
拾
把
半

て

白
水
山

但
シ
十
二
ヶ
月
分

権甚坊
兵助人
衛様
δ 
譲
/レ

口
之
助
山
分

同
人
δ
譲
ル

忠
兵
衛
δ
譲
ル

{
八
}
文
化
三
年
勝
林
院
内
御
入
木
山
山
崩
場
所
土
砂
留
出
来
帳

壱
ケ
所

南
ハ
谷
へ
引
渡
定

北
ハ
尾
通
ヲ
定

但
シ
十
二
ヶ
月
分

(表
紙
)

「
文
化
一二
年

勝
林
院
内
御
入
木
山

寅丙

五
月

壱
ケ
所

勝
林
院
内

高但土
玉此砂
間山留
蝕崩場
横場所
二所覚
間

¥

東
ハ
大
川
ヲ
定

南
ハ

肩
通
木
下
シ
大
岩
川

へ
引
渡
定

/

四

至

J
ヘ

西

ハ

尾

通
ヲ

定

北

ハ

肩

大

道

へ

引

渡

定

/
此
入
木
六
拾
玉
把

但

シ
十
二

ヶ
月
分

享
和
二
年
成
年
来
迎
院
村
新
五
右
衛
門
へ
口
口
譲
ル

一
、
さ
き
や
山

山
崩
場
所

土
砂
留
出
来

帳
但
川
筋
ニ
而
ハ
無
之
事

横
一二
閉
館
竹
柵

八

1::5 



右
之
通
り
山
崩
場
所
普
請
出
来
仕
候
ニ
付
、
為
御
届
依
而
如
件
、

勝
林
院
年
行
事普
賢
院
(
印
)

但
此
山
崩
場
所

高
八
問
横
三
間
半
、
木
柵
一二
懸
り

右
二
ケ
所
之
山
崩
場
所
、
柵
ニ
而
随
分
念
入
普
請
申
附
出
来
仕
候
所
、

相
違
無
御
座
候
、
依
而
為
御
届
如
件
、

て

伊
主
谷
山

文
化
三
丙
寅
年
六
月
廿
四
日

御
木山
村方
宗御
右代
御衛官
役門
所殿

文
化
三
丙
寅
年
五
月

勝
林
院
年
行
事普
賢
院
(
印
)

御
山
木方
村御
宗代
右官
御衛
役門
所殿

【一

O
】
文
化
十
年
勝
林
院
内
御
入
木
名
寄
帳

【
九
】
文
化
三
年
勝
林
院
内
御
入
木
山
山
崩
場
所
普
請
出
来
帳

酉発勝文事
林化じ

院十
内年
御
入
木
名
寄
帳

(
表
紙
)

「文
化
三
年

勝
林
院
内
御
入
木
山
山
崩
場
所
普
請
出
来
帳

十

月

寅丙

ノ、

月

勝
林
院
内
御
入
木
名
寄
帳

勝
林
院
内
土
砂
留
場
所
覚

山
数
弐
拾
ミ五八

ケ

所

字
字

て

さ
き
屋
山

て

奥
と
』
き
山

て

こ
や
谷
山

三但
間此
半山
蝕崩
、場

竹所
柵横
記幅
普
主主
再円

仕
候

一
、
あ
ぶ
ら
山

一
、
仲
王
谷
山

一
、
く
ら
を
き
山

一
、
古
屋
谷
山

て

水
鶏
谷
山

三但
間此
半山
、崩

木場
之所
柵横
元幅
普
請
仕
候

田
口

標
・
松
下
幸
司

・
宇
野
日
出
生

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)

、

口
と
』
き
山

一
、
古
屋
山

一
、
う
は
谷
山

一
、
う
へ
山

一
、
き
び
が
尾
山

一、

嚢
岩
山

本
堂
(
印
)

一
、
な
ち
を
山

07 

奥谷六狼た
あ 中斗谷 う
くこ山山こ
りし 山
や山
山

九
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生
物
資
源
経
済
研
究

oτ070ナ
リ シ

脇同あ
谷所く
山明り
神や
ノ山

一ナ上
、ン山

向
之
浦
山

一
、
す
の
こ
谷
山

此 一一一一一
御
入同向近す大
木所之 江の 掛
三 山浦坂こ山
百 山之谷
六 尻山
拾山
五
把 一一-
qヨ

分同向谷
七所之中
厘山浦山
お
と
ろ
原

但 一 山 一一一ー
ン

士同 一 野市北奥
二所、田之瀧あ
ケ山古山瀬山く
A 知山り
刀 谷 や
山 山

一
、
向
之
浦
山

一
、
う
へ
山

古
知

-32 
脇
谷
山

五

凶

四

三

此
御
入
木
口
百
七
拾
口
把
口
歩
口
里

山
あい鴨い大数
しば巣おと拾
谷ら山うり五
山橋 谷山ケ
山山所

一
、
こ
し
山

同脇 西同
所谷庄所
山山津山
山

此
御
入
木
弐
百
九
拾
弐
把
五
分

山
坂数
之拾
大七
岩ケ
山所

こ
し
山

円松伊
妙尾王
山山谷
山

て

坂
之
尻
山

て

古
知
谷
山

一
、
な
ち
を
口
山

大
山
と
』
き
山

て

狼
岩
山

ナ
シ一
、
坪
岩
山

一七

毛

但
シ
十
一二
ヶ
月
分

普
賢
院
(
印
)

一
、
市
之
瀬
山

一
、
口
焼
尾
山

一
、
水
鶏
谷
山

一
、
同
所
山

一
、
上
り
利
谷
山

一
、
山
数
拾
一二
ケ
所

一
、
こ
た
き
山

西柱南西
庄谷庄庄
津山津津
山 山山

但
シ
十
三
一
ヶ
月
分

、

口
あ
く
り
や
山

一
、
雲
が
原
山

て

さ
き
屋
山

な弐同同
ちノ所所
を渡山山
口 り

山Z

此
御
入
木
弐
百
五
把
九
歩
弐
里

理
覚
院
(
印
)

一、

長
は
さ
ま
山

一、

古
屋
山

一
、
ふ
た
つ
か
ま
ど
山

一
、
同
所
山

一、

梶
山

九
十
壱

惣
山
数
八
拾
八
ケ
所

止此七
御
入
木
メ'>..、
口

千
守五
ミ百二二; 
ミ子子子把
ミ信弐
ミゴ分

ミ岨厄苦
守四宝
ミ分毛

、ノ、

ミ里

此
銀
八
号拾拾

守主言

一
、
大
山

て

伊
王
谷
小
こ
屋
山

此
御
入
木
百
九
拾
六
把
六
分
九
里

一
、
山
数
拾
八
ケ
所

但
シ
十
一二
ヶ
月
分

御
日
銀
六
匁
四
分
壱
里

宝
泉
院
(
印
)

一 一 一一 実
、光

南 谷 同 東院
と中所庄(
ろ山山津印
す山)

山

但
シ
十
三
ヶ
月
分

四
O 
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被
官
日
代
也

右
之
通
り
用
意
之
事
、
尤
是
者
年
頭
暑
中

歳
末
都
合
三
一
ケ
度
来
迎
院
内
与
各
番
ニ
可
出
之
也
、

文
政
四
辛
巳

年

年

行

事

理
覚
院
光
唯

十

一
月

十

八

日

書

之

相

改

記

録

之

、山

古くあヒこ古奥数勝
屋らふやと弐林
谷 ヒをおら谷 』拾院
山き山山ヒ起き九内
山 山ヶ御

所入
木
名
寄
帳

右
御
入
木
山
、
如
例
年
寺
中
山
持
不
残
立
会
、
諸
事
吟
味
仕
候
所
、
少
も

相
違
無
御
座
候
、
御
運
上
銀
之
儀
者
、
前
々
之
通
り
上
納
仕
候
、
尤
山
持

中
毛
頭
出
入
申
分
無
御
座
候
、
万
一
不
届
成
儀
御
座
候
者
、
如
何
様
共
可

被
仰
付
候
、
為
後
日
寺
中
山
持
連
判
之
名
寄
帳
指
上
申
所
、
依
如
件
、

年
行
事実
光
院
(
印
)

同
弐
匁
壱
包

外
ニ同
六
匁

文
化
十
年
内
大
酉
十
一
月

御
入
木
御
代
官

木
村
宗
右
衛
門
殿
御
役
所

右
例
年
山
奉
行
木
村
江
差
出
ス
入
木
帳
案
文
也
、
紙
者
堅
折
り
又
ハ

... 司司

ニ
文
政
四
年
勝
林
院
内
御
入
木
名
寄
帳

巳辛 文義
勝政じ
林四
院年
内
御
入
木
名
寄
帳

十

月

(袋
表
書
)

「山
城
国
愛
宕
郡

大
原
御
領
御
入
木
山
持
名
寄
帳
勝
林
院
寺
中

(
袋
裏
書
)

「比

一
冊
者
木
〆
運
上
銀
上
納
之
節
入
用
案
紙
也
、

帳
面
袋
共
此
通
り
ニ
相
搭
可
出
也
、
尤
十
二
ヶ
月
之
時
者

黒
ろ
之
方
、
十
一二
ヶ
月
其
時
者
朱
之
方
可
相
認
者
也
、

且
又
右
運
上
銀
上
納
之
節
歳
末
付
届
持
参
之
事
、

銀
三
一

匁

壱

包

山

奉

行

同

弐

匁

二

包

手

代

両

人

ヒあ上水
ヒく鶏
ヒり利谷
ヒや谷山
山

田
口

標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)

物
喜
寺岡壱

ぷ人

古口
屋と
山』
ヒ起き
山

一
、
う
は
谷
山

て

う
へ
山

一
、
き
ひ
か
尾
山

て

嚢
岩
山

て

す
の
こ
谷
山

一一一一一一 本
、堂

奥谷六狼ヒたとな(
あ中斗谷うち印
くヒこ越山山こを)
りヒし 山山
や山
山

て

向
之
浦
山

1::2 
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生
物
資
源
経
済
研
究

坪脇同
岩 谷所
山山明
神
上
山

上向古
ク 之知
利浦平
谷 山山
{旦山
シノ

十

ヶ
月
分

此
御
入
木
四
百
九
拾
八
把
八
歩

(朱
書
)

「五
百
四
拾
把
三
一歩
五
厘
八
毛

山
い鴨い大数
ば巣おと拾
ら山うり玉
橋 谷山ケ
山山所

(
付
筆
)

「五
百
五
把
」

(
付
筆
、

朱
書
)

「七
把
九
分
五
厘
」

一
、
あ
し
谷
山

此
御
入
木
弐
百
七
拾
把

(朱
書
)

「弐
百
九
拾
弐
把
半

一
、
山
数
拾
八
ケ
所

一
、
坂
之
大
岩
山

こ
し
山

一
、
こ
し
山

脇西岡
谷庄所
山津山
山

て

同
所
山

て

坂
之
尻
山

て

古
知
谷
山

円松伊
妙尾王
山山谷
山

一
、
狼
岩
山

一
、
脇
谷
山

て

大
山

四

一
、
な
ち
を
口
山

一
、
ふ
た
つ
か
ま
ど
山

一
、
大
山

一
、
同
所
山

て

と
』
き
山

て

梶
山

て

伊
王
谷
小
こ
屋
山

て

北
瀧
山

但
シ
十
二
ヶ
月
分

十
三
ヶ
月
分
」

此
御
入

「てと木

弐主百
百G 八
五拾
把九
弐把
歩半
八
厘

毛

十
三
一
ヶ
月
分
」

普
賢
院
(
印
)

一
、
市
之
瀬
山

一
、
口
焼
尾
山

一
、
水
鶏
谷
山

一
、
同
所
山

一
、
山
数
拾
八

ケ
所

、
う
へ

山

す大
の 掛
こ山
谷
山

同向近
所之江
山浦坂
山之
尻
山

一一一 宝
、泉

市北奥院
之瀧あ(
瀬 山く印
山り)

や
山

同向 谷さ雲 口
所 之中ヒ起きかあ
山浦山屋原く
お 山山り
ど や
ろ山
「原
一苛山

同主-

E喜一」知
谷
山

1:11 

一
、
野
田
山

但
シ
十
二
ヶ
月
分

此
御
入
木
三
一百
三
拾
七
把
弐
歩

(
朱
書
)

「一二
百
六
拾
五
把
三
歩
口
厘

、
上
ク
利
谷
山

但
シ
十
二
ヶ
月
分

山
西柱南西こ数
庄谷庄庄た拾
津山津津ヒ起き三
山 山山山 ケ

所

十
三
ヶ
月
分
」

理
覚
院
(
印
)

一、

長
は
さ
ま
山

一、

古
屋
山

十
三
一
ヶ
月
分
」

実
光
院
(
印
)

て

同
所
山

て

東
庄
津
山

な弐同
ち 之 所
を渡山
口 リ

山Z

南 谷 同
と中所
ろ 山山
す
山



(
付
筆
)

朱
書

ハ拾
拾 三
壱把
把守口市
二守口 I

+民
~ 

'E 

(
付
筆
)
「

凹
匁
九
厘
口

(
朱
書
)
「弐
分
六
厘
四
毛
」

此
御
入
木
百
九
拾
把

(朱
書
)

「弐
百
玉
把
八
歩
弐
厘
九
毛

惣
山
数
合
九
拾
弐
ケ
所

此
御
入
木
合
千
四
百
八
拾
玉
把
玉
歩

(
朱
書
)

「千
六
百
九
把
弐
歩
七
厘

此
銀
七
拾
四
匁
弐
分
七
厘
玉
毛

(朱
主
M
)

「八
拾
目
四
分
六
厘
三
毛
」

右
御
入
木
山
、
如
例
年
寺
中
山
持
不
残
立
会
、
諸
事
吟
味
仕
候
所
、
少
も

相
違
無
御
座
候
、
御
運
上
銀
之
儀
者
、
前
々
之
通
上
納
仕
候
、
尤
山
持
中

毛
頭
出
入
申
分
無
御
座
候
、
万

一
不
届
成
儀
御
座
候
ハ
¥
如
何
様
共
可

被
仰
付
候
、
為
後
日
寺
中
山
持
連
判
之
名
寄
帳
指
上
申
所
、
伺
如
件
、

但
シ
十
二
ヶ
月
分

(
付
婆
)

「

四
匁
四
分
四
厘

(
朱
書
)
「
六
分
四
厘
三
毛
」

十
三
ヶ
月
分
」

天皇

但
シ
十
二
ヶ
月
分

(
付
筆
、
朱
主
M
)

「拾
弐
把
八
歩
六
厘
六
毛
」

十
三
ヶ
月
分
」

(
付
袋
、
朱
書
)

「七
毛
」

為
取
替
一
札
之
事

1::0 

【
一
二
】
為
取
替
一
札
之
事

文
政
四
年
辛
己
十
一
月

年
行
事理
覚
院
(
印
)

一
、
大
原
郷
九
ケ
村
者
無
印
札
ニ
而
柏
業
到
、
其
御
仲
ケ
間
差
支
之
趣
、
京

都
東
御
奉
行
様
江
被
成
御
願
候
問
、
被
為
召
出
御
札
ニ
相
成
候
ニ
付
、

大
原
郷
山
方
之
儀
者
、
木
村
惣
左
衛
門
様
御
支
配
御
入
木
山
在
之
、
御

上
洛
之
節
、
二
候
御
城
御
室
室
所
江
黒
木
上
納
仕
候
御
士
口
例
ニ
御
座
候
処
、

常
々
御
用
無
御
座
候
ニ
付
、
黒
木
御
木
御
運
上
銀
上
納
仕
候
様
被
為
仰

付
候
ニ
付
、
御
用
木
之
外
を
伐
出
し
責
捌
、
右
代
銀
ヲ
以
、
黒
木
御
運

上
銀
調
達
到
、
年
々
木
村
惣
左
衛
門
様
御
役
所
江
上
納
仕
候
ニ
付
、
往

古

δ
九
ケ
村
之
者
、
山
稼
仕
来
候
段
奉
申
上
候
得
共
、
従
御
奉
行
様

厚
ク
御
理
解
被
為
成
下
、
依
之
再
麿
熟
談
之
上
、
為
取
替

一
札
ヲ
以
下

御
木入
村木
宗山
左御
衛代
御門官
役殿
所

「存

来空
三ヨヒ

玉
回百
三巨人

手笠
八22
F穴
イ旦

田
口

標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)
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生
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資
源
経
済
研
究

済
到
候
趣
、
左
之
通
り
候
事
、

一
、
前
書
之
通
り
黒
木
調
進
之
故
ヲ
以
、
往
古
ヨリ
無
印
札
ニ
而
柚
業
仕
来
候

得
共
、
御
入
木
之
外
山
も
御
座
候
問
、

一
同
無
印
形
札
ニ
而
者
御
触
之

御
趣
意
ニ
背
候
故
、
御
入
木
山
ニ
不
拘、

大
原
郷
九
ケ
村
江
中
井
岡
次

郎
様
ヨ
リ
御
焼
印
之
御
鑑
札
九
枚
頂
戴
仕
、

大
切
ニ
預
リ
置
、
九
ケ
村

之
者
郷
中
柚
業
働
次
第
之
事
、

て

御
入
木
山
ニ
不
拘
、
其
御
仲
ケ
問
平
生
御
勤
被
成
候
御
公
役
之
為
加
勢

料
、
鳥
目
弐
貫
五
百
文
宛
、

毎
歳

E
月
十
五
日

ニ
、
柏
年
番
江
差
出
シ

可
申
事
、

を
く
り

一
、
村
外
江
柚
稼
ニ
罷
出
候
節
者
、
大
原
郷
村
役
人
ヨ
リ
還
り
手
形
を
以
柚
年

番
江
相
断
候
ハ
』
、
仮
切
手
御
差
出
被
遣
候
約
定
ニ
候
、
依
之
村
外
働

中
村
手
間
壱
工

ニ
付
銀
七
厘
宛
、
旦
疋
又
村
歳
番
江
差
出
可
申
事
、

右
之
通
り
其
御
仲
ケ
間

ニ
被
成
御
勤
候
御
公
役
之
加
勢
料
差
出
シ
候

上
者
、
臨
時
又
者
大
御
用
之
節
た
り
共
、
人
夫
者
勿
論
諸
入
用
等

一
切

大
原
郷
ヨ
リ
差
出
シ
不
申
候
事
、

一
、
大
原
郷
中
ニ
市
他
領
無
役
之
柏
為
働
申
問
敷
候
事
、

右
之
通
封
談
落
合
候
上
者
、
永
々
違
乱
無
之
候
、
為
後
日
取
替

一
札
知

件、

来
惣年庄迎
代寄屋院
村

口重九
左郎兵
衛兵衛
門衛

勝
惣年庄林
代寄屋院
村

忠重九
左郎兵
衛兵衛
門衛

井
惣年庄出
代寄屋村

聖子
惣年庄村
代寄屋

草
惣年庄生
代寄屋村

惣九定
五十次
郎九郎

孫新平
三吾太
郎

広
三
一郎

庄
左
衛
円

安
五
郎

惣年庄出
代寄屋石
村

作口権
h右右
U衛衛
門門

上
惣年庄野
代寄屋村

天
保
六
未
十
一
月
廿
一
日

城
州、|

愛
大宕

惣年庄長郡
代寄屋瀬大
村原

口重九郷
四郎兵
郎兵衛
衛

戸
寺
村
庄
屋
年
寄
惣
代

五日甚
兵四吾
律?郎

円勘藤
U兵右
律?律?

~~ 
四
四
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前
書
之
通
り
無
相
違
候
、

以
上
、

歳
番
江
御
差
出
シ
可
被
成
約
定
ニ
候
事
、

一
、
村
外
江
柚
稼
ニ
罷
出
候
節
者
、
柚
年
番
δ
仮
切
手
相
渡
シ
可
申
候
問
、

為
職
役
村
外
働
申
柑
一
工
ニ
付
銀
七
厘
宛
取
受
可
申
候
、
然
ル
上
者
臨

時
又
者
大
御
用
之
節
茂
、
人
夫
者
勿
論
諾
入
等
九
ケ
村
江
少
茂
相
掛
不
申

候
事
、
右
之
通
り
約
定
到
候
上
者
、
永
々
違
乱
無
之
候
、
為
後
日
取
替

一
札
依
而
如
件
、

政
所

佐久附
藤保添
源甚
之左
進衛
門

京
十
一二
組
役
仲
ケ
間

御
役
中

同

前
書
之
通
り
相
違
無
之
候
、

柏
木
挽
棟
梁
宇
野
久
兵
衛

城
州
愛
宕
郡
大
原
郷
九
ケ
村

御
役
人
中 物年 f武

氏番士
以 二

民弥徳伊佐組
三兵助兵御
郎律j 衛 qs:t*山
印仲
印ケ
間

同

印

【
二
ニ
】
同
郷
中
江
請
取
分

天
保
六
未
年
十
一
月
廿
一
日

同
郷
中
江
請
取
分

一
、
大
原
郷
九
ケ
村
之
衆
中
無
役
ニ
市
柏
業
到
、

嘗
地
拾
一二
組
役
柚
仲
ケ
間

差
支
相
成
、
無
捜
御
公
儀
様
江
御
差
留
之
儀
奉
願
上
候
処
、
追
々
御
礼

申
下
ニ
而
封
談
済
可
仕
旨
、
厚
ク
御
理
解
為
成
下
候
ニ
付
、
再
臆
熟
談

之
上
、
為
取
替

一
札
を
以
下
済
約
定
之
趣
、
左
之
通
り
事
、

て

村
職
筋
之
儀
者
、
毎
々
従
御
公
儀
様
δ
御
触
在
之
無
役
之
者
、
首
地
之

働
不
相
成
候
得
共
、
大
原
郷
中
之
儀
者
、
木
村
惣
左
衛
門
様
御
支
配
御

入
木
山
在
之
、
御
上
洛
之
節
、
二
候
御
城
御
事
所
江
黒
木
調
進
被
成
候

御
吉
例
之
由
、
平
生
御
用
無
御
座
候
ニ
付
、
黒
木
御
運
上
銀
木
村
惣
左

衛
門
様
御
役
所
江
御
上
納
被
成
候
由
、
依
之
山
稼
柏
業
仕
来
候
趣
ニ
候

得
共
、
御
入
木
外
山
茂
在
之
候
ニ
付
、
一
同
無
印
札
ニ
而
者
御
触
之
御
趣

意
背
候
故
、
此
度
熟
談
之
上
、
御
入
木
山
ニ
不
拘
、
九
ケ
村
之
内
江
中

井
岡
次
郎
様
δ
御
焼
印
之
御
鑑
札
九
枚
頂
戴
被
成
、
九
ケ
村
之
衆
中
郷

中
村
業
働
次
第
之
事
、
依
之
御
入
木
山
ニ
不
拘
、

首
仲
ケ
間
相
勤
候
御

公
役
之
為
加
勢
料
与
、
鳥
目
弐
貫
五
百
文
宛
、
毎
年
正
月
十
五
日
ニ
柚

円
H
V
E
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一
、
鳥
目
弐
貫
五
百
文

右
者
御
公
役
加
勢
料

右
之
通
惜
ニ
請
取
申
候

亥
正
月
十
五
日

十

惣年組
代番中山
仲

弥左ヶ
三兵間
郎衛

大
原
郷
御
村
役
中

田
口

標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)
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源
経
済
研
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四
六

A
見

御
公
用
加
勢
料

一
、
尾
通
リ
口

δ
奥
之
分

一
、
す
の
こ
谷
水
木
の
谷
口
δ
奥
之
ハ
刀
、

一
、
崎
屋
東
δ
門
跡
山
之
口
の
肩
δ
奥
之
分
、

一、

西
ハ
久
左
衛
門
山
口
南
の
肩
δ
奥
之
分
、

一
、
高
谷
す
く
谷
ハ
流
谷
口
δ
奥
之
分
、

一
、
北
瀧
ハ
け
ん
き
や
谷
口

δ
奥
之
分
、

一
、
脇
谷
ハ
う
な
き
岩
δ
奥
之
分
、

一
、
伊
尾
谷
ハ
岩
屋
口
δ
奥
之
分
、

松
炭
境
目
、
見
谷
之
ハ
刀
、

一
、
東
う
つ
る
ほ
す
南
の
一屑
δ
奥
之
分
、

一
、
西
ハ
人
頭
谷
口
南
の
肩
δ
奥
之
分
、

一
、
崎
屋
大
谷
の
南
の
肩
δ
奥
之
分
、

一、

西
ハ
ち
ご
山
南
の
肩
δ
奥
之
分
、

一
、
高
谷
ハ
か
も
す
鳥
坂
δ
伊
尾
谷
口
東
の
肩
δ
奥
之
分
、

一
、
右
際
限
之
内
た
り
共
、
是
迄
受
嵐
年
限
之
時
節
ニ
、

前
々
之
直
段

ニ而

買
人
有
之
候
ハ
ヘ
柴
ニ
嵐
可
申、

其
節
炭
焼
之
望
山
主

δ
申
出
ス
間

敷
候
事
、

一
、
際
限
之
外
、
前
々
之
直
段
δ
高
直
成
ル
直
段
、

山
主
δ
急
度
申
間
敷
候
、

尤
際
限
之
外
ニ
而
炭
焼
堅
致
問
敷
事
、

一
、
松
か
な
き
際
限
之
間

ニ
而
柴
伐
取
行
届
キ
兼
相
嵩
候
節
ハ

、
郷
中

へ
相

願
候
上
ニ
而
炭
焼
可
致
事
、

一
、
村
々
内
山
た
り
共
、

受
蔵
之
儀
ハ
旦
疋
迄
之
通
り
可
致
必
、
手
狭
之
義
堅

致
問
敷
候
事
、

一、

炭
焼
望
之
も
の
ハ
、
勝
手
次
第
責
買
可
致
、
尤
願
主
両
人
江
沙
汰
可
致
、

p? 

鳥
目
弐
貫
五
百
文

右
之
通
惜
ニ
請
取
申
候

申
正
月
十
五
日

十

惣年組
代番中山
仲
(ケ

印問

大
原
郷
九
ケ
村
村
役
衆
中

【
一
四
】
郷
中
一
統
寄
合
之
上
治
定
書

郷
中
一
統
寄
合
之
上
治
定
書

一
、
近
年
来
奥
山
伐
取
行
届
キ
兼
候
ニ
付
、
是
迄
両
一二
度
も
郷
中
含
合
ニ
而
致

炭
焼
候
義
有
之
、
此
度
も
五
ヶ
年
切
ニ
年
限
相
定
、
是
迄
同
様
ニ
含
合

之
義
、
郷
中
一
同
承
知
ニ
相
成
旨
内
々
木
村
様
御
役
人
中
へ
も
極
内

々
ニ

而
御
含
被
成
下
候
様
願
上
候
慮
、
先
年
梅
ケ
畑

δ
願
出
し
御
聞

届
ケ
ニ
相
成
候
振
合
も
有
之
候
問
、
可
願
出
義
可
然
与
被
仰
候
ニ
付
、
此

度
小
出
石
村
δ
別
紙
願
面
を
以
、
木
村
宗
右
衛
門
様
御
役
所
へ
相
願
、

其
上
両
御
奉
行
様
へ
奉
願
上
候
慮
、
絵
図
面
之
通
り
炭
焼
之
義
御
聞

届
ケ
ニ
相
成
、
然
ル
慮
右
場
所

一
園
ニ
炭
ニ
焼
出
し
候
ハ

L

、
難
渋
之
も

の
も
出
来
候
哉
ニ
も
相
心
得
、
依
之
際
限
左
之
通
り
相
定
メ
候
上
ハ
、

急
度
相
守
り
可
申
候
事
、

か
な
き
炭
境
目
、
見
谷
之
分
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若
抜
焼
い
た
し
候
も
の
有
之
候
ハ
ヘ
早
速
差
留
可
申
事
、

一
、
炭
竃
ニ
付
不
調
法
出
来
候
共
、
郷
中
御
互
之
事
ニ
付
、
大
行
ニ
不
相
成

候
様
可
相
成
だ
け
穏
便
ニ
取
計
可
申
候
、
併
其
節
之
諸
入
用
者
竃
主

δ

可
致
候
事
、

一
、
右
願
ニ
付
諸
入
用
多
分
ニ
相
懸
り
候
一
一
付
、
竃
入
用
と
し
て
か
な
ぎ
竃
壱

ツ
ニ
付
月
々
三
百
文
宛
、
松
竃
壱
ツ
ニ
付
月
々
四
百
文
ツ
L

、
月
々
願

主
両
人
方
へ
差
出
し
可
申
候
、
若
相
滞
候
節
ハ
、
早
速
差
留
可
申
事
、

一
、
右
竃
入
用
ニ
而
願
之
節
、
諸
入
用
相
済
、
其
後
寄
銭
高
麿
し
、
委
敷
勘

定
書
を
以
、
三
分
一
ハ
郷
益
ニ
世
話
人

δ
年
々
十
一
月
八
日
差
出
し
可

申
事
、

一
、
他
所
之
も
の
へ
毛
林
炭
ニ
嵐
候
節
ハ
、
山
主

δ
郷
中
へ
定
喜
之
趣
可
申

聞
事
、

一
、
此
度
小
出
石
村
領
山
炭
焼
之
義
御
聞
届
キ
相
成
候
得
共
、
己
前
郷
中
ニ

お
ゐ
て
含
合
ニ
而
致
炭
焼
候
節
ニ
相
定
候
際
限
之
通
り
、
此
度
相
定
置

候
慮
、
小
出
石
村
領
字
伊
香
立
橋

δ
奥
之
山
ニ
松
之
惣
木
多
分
有
之

候
ニ
付
、
松
割
木
ニ
望
之
も
の
ハ
、
首
巳
年
中
ニ
夫
々
山
主
へ
致
臆
封
、

買
受
可
申
候
事
、
さ
も
な
く
賓
捌
不
申
候
分
ハ
、
来
ル
午
年
δ
申
年
迄

中
三
一
ヶ
年
之
間
ニ
炭
ニ
焼
、
取
片
付
可
申
候
、
尤
か
な
き
之
分
ハ
、
壱

本
も
炭
ニ
焼
出
し
候
義
不
相
成
候
、
右
者
此
度
郷
中
一
統
談
之
上
取
計

候
事
故
、
右
年
限
中
ニ
急
度
取
片
付
可
申
事
、

一
、
右
ケ
候
不
用
相
背
候
も
の
有
之
候
ハ
』
、
始
末
得
与
相
札
、
村
役
人
へ

可
申
参
候
、
其
上
郷
中
一
統
寄
合
之
上
、
致
吟
味
先
口
可
申
付
、
尤
其
節

之
入
用
首
人

δ
可
差
出
、
万
一
不
調
ニ

而
村
役
人
へ
申
出
し
入
用
相

懸
り
候
節
ハ
、
始
末
不
調
ニ
而
申
出
し
輩
へ
入
用
為
差
出
候
事
、

一
、
右
之
通
リ
此
度
相
改
メ
、
郷
中
ニ
而
相
極
メ
候
上
ハ
、
末
々
ニ
至
迄
急

度
相
守
可
申
候
事
、

安
政
四
年
巳
六
月
日

出
石
重村
立願

彦宇世
右右話
衛衛人
門門

印印

小
出
石
村
庄
屋為
右
衛
門
(
印
)

勝
林
院
村
庄
屋忠
兵
衛
(
印
)

同
院
内
支
配
人仁
兵
衛
(
印
)

来
迎
院
村
庄
屋与
八
郎
(
印
)

同
院
内
支
配
人弥
切
戸
同
」

大
長
瀬
村
庄
屋嘉
兵
衛
(
印
)

上
野
村
庄
屋
金
五
口
(
印
)

戸
寺
村
庄
屋
彦
次
郎
(
印
)
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井
出
村
庄
屋
与
市
郎
(
印
)

野
村
庄
屋

平
右
衛
門
(
印
)

草
生
村
庄
屋
甚
五
郎
(
印
)

田
口

標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)

四
七



生
物
資
源
経
済
研
究

四
八

【
一
五
】
慶
腰
元
年
改
来
迎
院
村
御
入
木
把
村
方
山
井
八
文
口
山
覚
帳

定
式

(
表
紙
)

「慶
一
臆
一
冗
丑
年
改

来
迎
院
村

御
入
木
把
村
方
山
井
八
又
口
山
覚
帳

来
迎
院
村
市
右
衛
門
写

慶
麿
元
丑
年
改

十
二
ヶ
月
分

て

千
三
百
六
十
四
把
七
分
四
厘

一
、
七
百
弐
拾
六
把
弐
分

梶
井
御
殿

古
ノ
平
右
衛
門
入

勝
ノ
甚
五
兵
衛

〆
弐
千
九
拾
把
九
分
四
厘

村
中
下
入
木

十
三
ヶ
月
分

て

千
四
百
七
十
八
把
四
分
六
り
九
毛

一
、
七
百
八
十
六
把
七
分
壱
り
七
毛

〆
弐
千
弐
百
六
十
五
把
壱
分
八
り
六
毛

御
運
上
諸
雑
用
掛
リ
物

物
笠
間
ヲ

下
入
木
把

壱
把
ニ
付
、
拾
六
文
宛
定

臨
時
之
年
者
格
別
也

右
惣
高
ヲ

下
入
木
寄
銭
引

残
り
村
中
木
把
割

村
方
分

一
、
四
拾
三
把
九
分

一
、
四
拾
弐
把
九
分
四
厘

〆
八
十
六
把
八
分
四
厘

一
、
二
拾
弐
把
高
瀧
入
組
ょ
せ
林
山

之
瀧
上
ノレ

山

二
之
瀧
山
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庄
次
郎
分

一
、
二
十
九
把
半
高
瀧
北
瀧
山

庄
次
郎
分

同
所

口
〆 九
三 把
十半
九
把

山
当
時
百
井
持
ス

毎
年
四
百
文
先

村
中

伊
王
谷
六
ケ
所

四
口
惣
〆
弐
百
七
拾
把
八
分
四
厘

一、

百
二
十
一二
把

下
入
木

八
又
口
山

十二
六十
把七
半把

同桂
所 谷
山



一
、
二
十
九
把

一
、
二
十
七
把
半

て

四
拾
把

四
平
山

一
之
瀧
山

か
う
せ
い
山

て

三
一
拾
八
把
半

一
、
拾
四
把

一
、
一二

拾

把

海

光

院

山

て
三
一

拾

八

把

同

所

山

〆
弐
百
六
拾
把
半

一
、
六
拾
壱
把
瀧
上
か
う
せ
い
山

右
者
四
人
相
持
山
、
当
時
来
捌

牛堂
ヶ国
首山
山

合
三
百
二
十
壱
把
半

村
山
八
又
口
山
四
人
相
持
山

合
五
百
九
拾
二
把
一二
分
四
厘

但
十
二
ヶ
月
分

八
又
口

縫
之
助
分

来
迎
院
谷

て

玉
拾
三
一
把
半

大
預
山

新
五
右
衛
門
分

て

弐
把

伊
玉
谷
五
葉
ノ
尾
山

与
八
分

一
、
壱
把
半

西
庄
津
山

此
山
八
又

口
幸
内
山
、
当
時
与
八
捌

て

弐

把

半

来

迎

院

谷

上

ル
山

田
口

標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生

右
同
断

一
、
壱
把

口
jX 

五
把

善
次
郎
分

一
、
三
把
壱
分

一
、
五
把
半

同
所
山

東
庄
津
山

高
瀧
百
井
坂
山

、

十
把

此
山
八
又
口
来
キl
拐IJ

東当

焼山E
尾若
山両
拐IJ

三
口
〆
二
十
八
把
六
分

市
右
衛
門
分

-此
、山

十公
一一口

把詰
当
時

東宝
山梨
二野丙
ケ田捌

所焼
尾
山
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此
山
八
又
口
幸
内
山
、
当
時
市
右
衛
門
捌

一

、

十

八

把

来

迎

院

谷

山

ゴー右

口、思
〆七町
三 把
把盃

把

佐
兵
衛
分

同
所
山

右
二
日

明
治

二
午
年

ヨ
リ

+辛内
f

汗
一
反
ス

-此
山
一八

面否
事村

記 捌
半当
来時
ト七迎佐
??院兵
凶谷衛

捌

六
日

〆
百
五
拾
六
把
六
分

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)

四
九



生
物
資
源
経
済
研
究

五
O 

覚

一
、
天
保
年
中
佐
竹
隼
人
、
江
川
堅
田
八
幡
屋
又
一二
郎
借
財
ニ
付
、
何
卒
善

次
郎
・
市
右
衛
門
・
佐
兵
衛
右
三
一
人
ニ
佐
竹
隼
人
δ
之
頼
、
其
元
三
一人

山
八
又
借
財
之
質
入
ニ
御
か
し
被
下
候
様
、
其
替
り
拙
者
所
持
之
山
字

来
迎
院
谷
瀧
之
上
か
う
せ
い
山
、
其
一
冗
一二
人
ニ
差
入
置
候
問
、
自
然
借

財
滞
質
入
り
八
又
江
仕
候
節
ニ
相
成
候
ハ
L

、
右
其
元
一二
人
ニ
差
入
之

右
之
山
、
三
人
ニ
相
任
セ
候
問
、
何
卒
宜
敷
御
頼
申
入
候
と
段
々
頼
れ

候
付
、
無
擦
一二
人
之
所
持
之
山
か
し
申
候
、

一
、
字
焼
尾
山
御
入
木
二
十
把
善
次
郎
所
持

一
、
字
野
田
焼
尾
山
二
ケ
所
十
一
把
市
右
衛
門
所
持

て

字
来
迎
院
谷
焼
山
叶
壱
把
半
佐
兵
衛
所
持

〆
四
ケ
所

御
入
木
六
十
弐
把
半

右
之
山
八
又
質
入
ニ
佐
竹
隼
人
江
か
し
申
候
、
其
替
り
三
人
江
佐
竹
隼

人
δ
差
入
山
、

一
、
字
来
迎
院
谷
瀧
之
上
か
う
せ
い
山
壱
ケ
所

御
入
木
六
十

一
把
也

右
之
処
、
八
又
借
財
返
済
及
遅
滞
候
ニ
付
、
段
々
談
仕
之
上
八
又
江
質

入
之
夫
々
譲
り
致
し
代
銀
ニ
而
借
受
之
銀
子
返
済
仕
候
之
談
仕
相
成
候
、

付
而
者
右
一二
人
ニ
か
り
申
候
之
山
、
無
擦
八
又
江
帳
切
致
候
δ
外
者
御
座

な
く
候
問
、
此
段
頼
入
、
其
替
り
ニ
約
定
之
通
、
拙
者
所
持
山
其
元
三

人
江
差
入
置
候
之
字
来
迎
院
谷
瀧
之
上
か
う
せ
い
山
、
其
元
三
人
江

任
セ
帳
切
致
候
問
、
此
段
右
訳
故
御
頼
申
候
故
、
三
人
所
持
之
山
四
ケ

所
八
又
江
帳
切
ニ
相
成
、
佐
竹
隼
人
所
持
山
壱
ケ
所
三
人
江
帳
切
ニ
相

成
、
然
ル
処
三
ケ
村
八
又
借
財
ニ
付
、
質
入
之
夫
々
譲
り
相
成
、
其
後

三
ケ
村
仕
法
ニ
相
成
、

当
時
譲
り
品
々
銘
々
捌
、
然
ル
処
佐
竹
隼
人
八

又
借
財
来
村
引
受
、
佐
竹
隼
人
δ
質
入
之
山
当
時
来
村
捌
、
右
訳
ニ
付

瀧
之
上
か
う
せ
い
山
三
一
人
捌
、
八
又
江
譲
り
、
三
人
之
山
四
ケ
所
来
村

捌
候
之
処
、
大
て
い
か
う
せ
い
山

一
ケ
所
八
又
譲
り
、

一二
人
之
山
四
ケ

所
直
打
同
断
故
、
談
仕
上
勝
手
付
、
八
又
譲
り
一二
人
山
四
ケ
所
当
時
一二

人
捌
、
佐
竹
隼
人
δ
コ
一人
江
譲
り
山

一
ケ
所
当
時
来
村
捌
、
以
後
八

又
江
譲
り
山
八
又
捌
一
一
相
成
候
ハ
¥
当
時
来
村
捌
か
う
せ
い
山
三
人

δ
捌
約
定
也
、
山
御
支
配
木
村
表
一二
人
山
四
ケ
所
八
又
之
山
也
、
来
迎

院
谷
瀧
之
上
か
う
せ
い
山
三
人
之
山
也
、

字
瀧
之
上
か
う
せ
い
山
壱
ケ
所
御
入
木
九
十
六
把
、
以
前
佐
竹
勘
ケ
由

δ
口
ノ
分
三
十
五
わ
と
し
て
上
ノ
本
堂
へ
譲
り
相
成
候
故
、
今
者
四
人

相
持
相
成
候
也
、
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【
二
ハ
】
慶
応
元
年
御
入
木
御
運
上
取
立
帳

(表
紙
)

「慶
応

元

年

但

十
一二
ヶ
月
分

御
入
木
御
運
上
取
立
帳

丑
ノ
十
一
月
十
六
日

来
迎
院
村

山
庄
屋
善
次
郎
」



て

拾
九
貫
百
九
十
三
一文

一
、
一二
貫
文

て

三

一
百
文

て

三

一
百
文

て

四
百
文

金
壱
両
代

一
、
六
貫
八
百
文

て

九
百
文

〆
三
拾
頁
八
百
九
十
一二
丈

て

金
壱
分

代
壱
貫
七
百
文

〆
参
拾
弐
頁
五
百
九
十
一二
丈

郷
中
御
運
上

諸
入
用

庄
屋給
金

年
寄同
断

紙筆
代料

取
雑立
用

御
庄運
日屋上
代納

役
譲
り

後
役
δ
木
村
札

当
年
ハ
御
上
洛
ニ
付
、
黒
木
上
納
被
仰
付
候
処
、
又
俄
ニ
不
及
納
と
御
沙
汰

一一
相
成
、
右

ニ
付
寄
合
役
人
京
行
諸
雑
用
相
掛
り
、
右
臨
時
ニ
付
、
外
々
当

村
役
譲
り
有
之
、
右
ニ
付
当
年
下
入
木
壱
把

ニ
付
十
八
丈
掛
り
、

諸
式
高
直
ニ
付

村
中拾
一二
丈
掛
リ

田
口

標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)

入
一
、
三
拾
六
文

入
一
、
壱
貫
四
百
六
十
弐
文

入
一
、
百
四
十

一
文

入
一
、
弐
貫
五
百
五
文

入
一
、
壱
貫
九
百
七
十
九
文

入
一
、
四
百
九
十
一二
丈

入
一
、
九
百
八
十
八
丈

入
一
、
四
百
四
十
四
文

入
一
、
百
四
十
八
文

入
一
、
七
百
廿
弐
文

入
一
、
七
十
九
文

入
一
、
百
四
十

一
文

入
一
、
五
百
六
十
叩
文

入
一
、
七
百
四
十
七
文

入
一
、
四
百
九
十
三
一文

入
一
、
八
百
五
十
八
丈

下
入
木

入
一
、
五
百
八
十
五
文

入

五
十
九
文

入

三
百
五
十

一
文

入

百
五
十
七
文

幸
内
縫
之
助

勇市
右
衛
門

与
八
与
兵
衛

善
次
郎

佐
兵
衛

仁
兵
衛

庄
次
源
兵
衛

吉
兵
衛
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伝
次
茂
兵
衛

本
堂

井

御
殿

磁
妖

f
ノ

)
甚
五
兵
衛

二日

藤
兵
衛

戸
ノ与
兵
衛

ト上

P
ノ金
吾

五



入

生
物
資
源
経
済
研
究

七
百
弐
文

入

て

三

一百
九
十

一
文

入入

五
百
八
丈

七
百
七
十
一
文

入

て

六
百
叶
四
文

入

一
、
一二
十
文

入

一
、
壱
貫
四
百
四
十
二
丈

入

四
百
品
川
文

入

一
、
弐
百
五
十
四
文

入

五
百
品
川
三
文

の
彦
三
郎

入

五
百
四
十
七
文

同
喜
七

入

八
貫
百
九
十
五
文

二日

喜
兵
衛

¥ 

内
壱
貫
五
百
五
十
文

右
差
引

〆
七
頁
七
百
九
十
五
文

コロ

源
七

又
四
百
文

〆
壱
貫
九
百
五
十
文

同
長
四
郎

内
五
百
五
十
文

の
甚
士
口

弐
〆
壱
貫
四
百
文
入

二日

茂
八

二日

平
右
衛
門

/ 

↓ハーノ
;
善
四
郎

五

伊出
三石
郎

百村
井方村
δ集方
入る

重
郎
兵
衛

印
形
代
引

村
方

戸

茂ノ
兵
律?

【
一
七
】
慶
腰
三
年
御
入
木
山
名
前
帳

同
彦
次
郎

入

一
、
弐
貫
六
百
五
十
一二
丈

入

八
百
四
十
九
文

入

一
、
壱
貫
廿
四
文

入入入

四
百
四
十
九
文

四
百
十
三
文

四
百
叶
九
文

亘言
膝~

年

草古同
甚生平知佐
四右平市
郎衛

~~ 

名
前
帳

御
入
木
山

城
州
愛
宕
郡

大
長
瀬
村

月

同
与
七
郎

一、

山
六
ケ
所

右
者
大
長
瀬
谷
一
一
有

此
御
入
木
九
拾
六
把

ト
L
Iノ直
之
進

来
迎
院
内

年
行
事
(
印
)

但
シ
十
二
ヶ
月
分



一
、
山
弐
ケ
所

右
者
栢
之
木
谷
ニ
有

此
御
入
木
四
拾
弐
把
半

一
、
山
三
ケ
所

右
者
大
長
瀬
谷
ニ
有

此
御
入
木
五
拾
弐
把
三
一分

一
、
山
四
ケ
所

内

壱
ケ
所
ハ
そ
わ
の
頭
ニ
有

壱
ケ
所
ハ
脇
谷
ニ
有

壱
ケ
所
ハ
大
谷
ニ
有

壱
ケ
所
ハ
細
谷
ニ
有

此
御
入
木
四
拾
壱
把

て

山
壱
ケ
所

右
者
大
長
瀬
谷
ニ
有

此
御
入
木
八
把
半

一
、
山
壱
ケ
所

右
ハ
伊
王
谷
ニ有

此
御
入
木
四
把
半

一
、
山
壱
ケ
所

右
者
よ
セ
の
林
ニ
有

此
御
入
木
拾
弐
把

田
口

標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生

両
院
内
惣
中
(
印
)

一
、
山
弐
ケ
所

惣
中
(
印
)

内

壱
ケ
所
ハ
高
瀧
ニ
有

壱
ケ
所
ハ
北
瀧
一一
有

此

御

入

木

拾

弐

把

但

シ

十

二

ヶ

月

分

但
シ
十
二
ヶ
月
分

嘉
兵
衛
(
印
)

但
シ
十
二
ヶ
月
分

一
、
山
壱
ケ
所

右
者
大
長
瀬
谷
ニ
有

善
四
郎
(
印
)

拾
把

此
御
入
木
六
把
半

但
シ
十
二
ヶ
月
分

一
、
山
壱
ケ
所

右
ハ
大
長
瀬
谷
ニ
有

此
御
入
木
拾
三
把
半

助
右
衛
門
(
印
)

但
シ
十
二
ヶ
月
分

一
、
山
壱
ケ
所

右
者
東
庄
津
ニ
有

重
郎
兵
衛
(
印
)

此
御
入
木
/
把
拾
三
把
半

但
シ
十
二
ヶ
月
分

七
右
衛
門
(
印
)

一
、
山
壱
ケ
所

右
者
大
長
瀬
谷
ニ
有

此
御
入
木
六
把

但
シ
十
二
ヶ
月
分

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)

大
長
瀬
村

善
四
郎
(
印
)

上
の
村
直
之
進
(
印
)

但
シ
十
二
ヶ
月
分

来
迎
院
村

善
次
郎
(
印
)

但
シ
十
二
ヶ
月
分

岡野
要平村
助右
(衛
印門

ドP

但
シ
十
二
ヶ
月
分

来
迎
院
村

惣
八
(
印
)

但
シ
十
二
ヶ
月
分

五
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一
、
山
壱
ケ
所

右
ハ
大
長
瀬
谷
ニ
有

此
御
入
木
八
把

て

山
壱
ケ
所

右
ハ
大
長
瀬
谷
ニ
有

此
御
入
木
弐
拾
四
把

て

山
壱
ケ
所

右
者
高
瀧
一
一
有

此
御
入
木
七
把
半

て

山
壱
ケ
所

右
者
大
長
瀬
谷
ニ
有

此
御
入
木
五
把
半

一
、
山
四
ケ
所

右
御
入
木
山
、
如
例
年
山
持
共
不
残
井
下
入
木
之
者
共
迄
立
会
吟
味
仕
候
処
、

少
茂
相
違
無
御
座
候
、
御
運
上
銀
之
儀
、
前
々
通
リ
御
上
納
仕
候
、
山
持
共

毛
頭
出
入
申
分
無
御
座
候
、
若
不
届
ケ
成
儀
御
座
候
へ
者
、
如
何
様
之
曲
事

可
被
為
仰
付
候
、
山
持
共
不
残
連
印
之
名
寄
帳
奉
差
上
申
候
、
為
後
日
伯
而

女
件慶
雁
一二
年

卯
十
一
月

同
三村
四
郎

印

一
、
山
壱
ケ
所

右
ハ
大
長
瀬
谷
ニ
有

此
御
入
木
四
把
半

但
シ
十
二
ヶ
月
分

西
来
寺
(
印
)

右
山
数
合
三
拾
四
ケ
所

御
入
木
四
百
四
拾
三
把
八
分

此
銀
弐
拾
弐
匁
壱
分
九
厘

日
銀
壱
匁
七
分
七
厘
六
毛

但
シ
十
二
ヶ
月
分

野
勘村、L為
iロ
郎

印

但
シ
十
二
ヶ
月
分

静
原
村
門
次
代

佐
市
(
印
)

但
シ
十
二
ヶ
月
分

嘉
兵
衛
(
印
)

内

三
ケ
所
ハ
大
長
瀬
谷
ニ
有

壱
ケ
所
ハ
坪
岩
ニ
有

此
御
入
木
五
拾
七
把
但
シ
十
二
ヶ
月
分

御
入
木木
村山
宗御
右代
衛官
御門
役様
所

て

山
壱
ケ
所

右
者
大
長
瀬
谷
一
一
有

此
御
入
木
拾
壱
把

助
右
衛
門
(
印
)

但
シ
十
二
ヶ
月
分

来
迎
院
村

弥
助
(
印
)

但
シ
十
二
ヶ
月
分

五
四

山
庄
屋
嘉
兵
衛
(
印
)

年
寄重
郎
兵
衛
(
印
)
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【
一
八
】
明
治
七
年
四
月
二
十
二
日
証
書
類
写

慮
、
大
原
郷
中
困
窮
致
シ
、
当
刻
ハ
捨
直
ニ
無
之
候
而
ハ
、
買
得
致
シ
候

者
無
之
、
右
様
之
時
節
ニ
永
々
譲
リ
切

ニ
被
致
候
儀
、
残
念
由
ニ
而
、
当

方
江
譲
取
ニ
致
シ
呉
候
而
、
十
ヶ
年
之
内
三
克
通
之
樽
代
銀
相
立
被
申
候

得
者
、
譲
リ
戻
シ
可
申
様
被
相
頼
、
左
候
得
者
、
譲
取
之
樽
代
銀
此
方
ヨ

リ
相
渡
可
申
銀
子
ヲ
以
預
リ
置
候
金
子
返
納
被
致
度
段
被
相
頼
、
粗
相
談

相
調
、
口
々
譲
り
誰
文
村
役
引
受
謹
文
共
惜
ニ
預
リ
申
候
、
尤
山
林
之
儀

ハ
、
御
支
配
京
都
木
村
様
御
役
所
、
田
地
建
物
等
之
儀
ハ
、
御
地
頭
宮
様

御
役
所
、
右
御
両
所
江
譲
リ
取
候
而
モ
差
障
リ
ニ
相
成
不
申
候
哉
之
儀
相

伺
、
差
支
無
御
座
候
儀
ニ
有
之
候
者
、
右
譲
取
之
樽
代
銀
相
渡
、

其
銀

子
ヲ
以
テ
預
ケ
置
候
金
子
返
納
有
之
候
上
下
地
受
取
置
候
誰
文
不
残
口
々

返
進
可
申
候
、
若
亦
御
差
支
ニ
相
成
候
趣
ニ
有
之
候
得
者
、
譲
取
之
義
ハ

被
談
ニ
致
シ
、
預
ケ
置
候
譲
詮
文
返
進
可
申
候
、
当
時
之
慮
詮
文
二
重
ニ

相
成
候
儀
ニ
付
、
為
会
釈
書
付
相
渡
置
候
、
依
而
如
件
、

天
保
六
年
未
閏
七
月
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(
表
紙
)

「明
治
七
年
四
月
廿
二
日

証
書
類
写
愛
宕
郡
第
三
一区

勝
林
院
村

畑
中
国
太
郎

第
名
古
口す

て

天
保
六
未
年
閏
七
月
、
原
告
人
北
村
又
三
郎
江
田
地
山
林
家
敷
譲
リ
渡

之
儀
粗
相
談
相
調
、
右
又
一二
郎
江
譲
リ
謹
書
預
ケ
置
付
而
ハ
、
右
又
一二
郎

ヨ
リ
右
品
々
譲
受
候
而
モ
差
問
有
無
、
旧
梶
井
宮
井
木
村
右
両
役
所
江
伺

済
迄
、
誼
文
二
重
ニ
取
置
候
約
証
書
之
写

一
通、

第
二
号
三
口万
四
号

て

天
保
七
申
年
十
月
七
日
、
同
廿
二
日
、

原
告
人
北
村
亦
三
郎
ヨ
リ
旧
幕

府
名
目
金
催
促
飛
札
之
写
三
通
、

一
、
天
保
六
年
間
七
月
原
告
人
北
村
亦
一二
郎
ヨ
リ
来
迎
院
村
・
勝
林

院
村
・
大
長
瀬
村
右
三
ケ
村
江
差
越
有
之
、

謹
札
之
写
一
通
左
ノ
如
シ
、

社
弟
古
宮
口
す

北
村
亦
三
郎

nuドι↑ 

三
ケ
村
中
代

大
山村同年長
庄惣寄瀬
や代 村

助子善十
太之四郎
郎助郎兵
殿殿殿衛
殿

誰
札

一
、
三
ケ
村
銘
々
ヨ
リ
達
而
被
相
頼
候
ニ
付
、
則
村
役
人
連
印
之
謹
文
ヲ
以

預
ケ
置
候
金
子
返
納
方
手
便
り
無
之
候
由
ニ
テ
、
利
足
等
モ
相
滞
有
之

候
ニ
付
、
引
当
ニ
差
入
有
之
候
品
々
譲
払
、
代
銀
ヲ
以
返
納
被
度
候
由
之

田
口

標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)

五
五
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来
山同村年迎
庄役役寄院
屋人村

勝
山村村年林
庄役役寄院
屋人人村

善勇縫宇
次殿之之
郎助助
殿殿殿

藤勝庸忠
兵之次兵
衛進郎衛
殿殿殿殿

勝ケ
庄林村
や院兼
村帯
九庄
兵屋
衛
殿

来
当迎
隼役院
人村
殿

第
二
口万

一
、
天
保
七
申
年
十
月
七
日
、
同
廿
二
日
、
原
告
人
北
村
又
三
郎
ヨ
リ
旧
幕

府
名
目
金
催
促
飛
札
之
写
三
通
左
之
如
シ
、

口
演

態
々
飛
札
ヲ
以
申
達
候
、
然
者
兼
而
御
世
話
申
入
置
御
役
所
御
用
銀
返
納

方
不
時
相
成
候
ニ
付
、
数
度
及
催
促
候
得
共
、
今
以
等
閑
ニ
相
成
、
此
上

ハ
取
計
之
致
方
無
之
候
問
、
来
廿
五
日
迄
ニ
連
印
中
同
道
御
入
来
済
方
ニ

相
成
不
申
候
得
者
、
無
余
儀
可
及
御
出
訴
、
為
念
此
段
再
庭
申
達
候
、
以

上、
申
十
月
廿
二
日

一二
条
堀
川
西
江
入
町
北
村
出
張

nuド
「
「
「

五
六

城
川
大
原
郷
勝
林
院
領
之
内

古
知
茶
や
村

松
之
助
殿

て
ら
丞
後
家

四
平
殿

と
め
殿

勝
林

同庄院
屋村

九
兵
衛
殿

勝
之
丞
殿

尚
々
人
足
料
之
義
者
、
極
メ
之
通
壱
里
百
文
宛
之
積
ヲ
以
、
無
相
違
御

渡
可
被
下
候
、

信用
一二日万

口
演
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態
々
飛
札
ヲ
以
申
達
候
、
然
ハ
兼
而
御
世
話
申
入
置
候
御
役
所
御
用
銀
返
納

方
不
坪
ニ
相
成
候
ニ
付
、
数
度
及
催
促
候
得
共
、
今
以
等
閑
ニ
相
成
、
此
上

ハ
取
計
之
致
方
無
之
候
問
、
来
廿
五
日
迄
ニ
連
印
中
同
道
御
入
来
済
方
ニ
相

成
不
申
候
得
者
、
無
余
儀
可
及
御
出
訴
、
為
念
此
段
再
雁
申
達
候
、
以
上
、

三
条
堀
川
西
入
町
北
村
出
張

申
十
月
廿
二
日

印

城
川
大
原
郷
大
長
瀬
村

助
作甚岩太古
左兵之郎四
衛衛助停郎
門殿殿殿
殿



勝
林
院
村

庄

屋

九

兵

衛

殿

草
生
村
甚
三
一
郎
殿

戸
寺
村
十
左
衛
門
嫁
家

い
と
殿

同
人
娘

美
ヨ
殿

尚
々
人
足
料
之
義
ハ
、
極
メ
之
通
壱
里
百
文
宛
之
積
ヲ
以
、
無
相
違
御
渡
可

被
下
候
、

第
四
号

態
々
仕
立
飛
脚
ヲ
以
て
申
達
候
、
冷
気
弥
増
ニ
御
座
候
得
共
、
各
様
御
捌
御

安
康
可
被
成
御
座
珍
重
ニ
奉
存
候
、
然
者
御
世
話
申
入
置
候
六
貫
五
百
目
口
、

八
月
廿
五
日
切
ニ
御
座
候
ニ
付
、

一
先
皆
済
可
被
下
候
様
申
入
候
得
共
、
等

閑
相
成
、
九
月
五
日
利
足
之
内
江
金
五
両
壱
朱
、
使
孫
兵
衛
ヲ
以
持
セ
被
遣

候
得
共
、
利
足
ニ
モ
足
リ
不
申
候
ニ
付
、
別
預
リ
ニ
致
シ
、
一
両
日
中
ニ
助

太
郎
殿
ヲ
可
被
遣
様
申
遣
シ
候
得
共
、
連
印
之
内
誰
モ
御
越
無
之
、
急
々
一

先
皆
済
可
被
下
候
、
此
佳
等
閑
ニ
被
打
捨
置
候
得
者
、
不
得
止
事
御
出
訴
申

候
問
、
此
段
御
心
得
可
被
成
、
今
明
日
ニ
御
越
被
成
、

早
々
一
先
皆
済
可
被

下
候
、
先
ハ
右
申
入
度
、
早
々
如
斯
ニ
御
座
候
、
以
上
、

十
月
七
日

北
村
又
三
郎

手

代

平

助

勝
惇弥喜林
左左代院
衛衛太村
門門郎
様様様

田
口

標
・
松
下
幸
司
・
宇
野
日
出
生

京
都
大
原
の
山
林
文
書
(
四
)

大
長
瀬
村

助
太
郎
様

同
村
米
や

嘉
兵
衛
様

勝
岡山林
庄院
や村

藤
兵
衛
様

九
兵
衛
様

右
之
通
リ
謹
喜
之
写
、

乍
恐
奉
入
御
覧
候
、

明
治
七
年

四
月
廿
二
日

愛
被百勝宕
告姓林郡
入院第
村三
畑区
中
園
太
郎

上
京
第
拾
九
区
木
屋
之
町

雑
業
代
書
人

武
田
誠
造

印

尽
阪都

草杉本裁
野本権判
大大中所
解解判長
部部事
殿殿殿
代
理
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【
一
九
】
断
簡

難
所
共
多
弐
拾
ヶ
年
程
以
前
、
右
御
入
木
山
δ
壱
里
計
手
前
八
瀬
山
之
内
ニ

而
、
廻
り
七
八
尺
程
長
サ
六
七
聞
も
有
之
候
立
木
伐
出
し
候
義
有
之
、
其
節
人

夫
凡
弐
百
人
計
も
相
懸
リ
申
候
由
及
承
罷
在
候
計
ニ
而
、
是
迄
御
入
木
山
δ

右
排
位
之
大
材
を
丸
木
ニ
而
持
出
候
義
及
見
聞
不
申
候
、
尤
長
サ
弐
三
間

廻
り
三
四
尺
計
之
小
木
井
割
木
杯
者
随
分
運
送
罷
在
候
義
ニ
御
座
候
、
就
御

尋
此
段
奉
申
上
候
、

五
七
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Kozue TAGUCHI， Koji MATSUSHITA， Hideo UNO: Historical documents relating to forestry and 

forest products in Ohara， Kyoto， Japan (4): Documents relating to forest management by Kimura 

Sohemon， magistrate of Gonyubokuyama 

五
八

Ohara had traditionally supplied forest products to c1owntown Kyoto prior to World War 11. A number of 

historical documents concerning the history of forestry and forest lands in Ohara are available. Previous articles 

have introduced some of these documents， which related to (1) the production and sale of firewood from the Edo 

Period to the early M吋iPeriod， (2) Kimura Sohemon， governor of the forests in Ohara through the Edo Period 

and the beginning of the M吋iPeriod， and (3) the transfer of forest ownership to temples in Ohara throughout 

the Edo Period 

This article (4) introduces 19 historical documents related to forest management by Kimura Sohemon， magistrate 

of Gonyubokuyama， who managed forests in Ohara through the Edo period. The forest management work of 

Sohemon and his staff is partially revealed through these documents. Tn this article (4)， the documents are 

presented in chronological order， with the exception of document 19， for which the date is unknown 

Documents 1-4， 6， 7， 10， 11， and 17 resemble databases on the forests governed by Sohemon， which are 

referred to as Gonyubokuyama. Most documents related to Ohara refer to the same eight villages， but in these 

forestry-related documents， an additional village， Kodeishi， is sometimes included as well. The area included in 

these databases varies: document 4 includes all nine villages of Ohara; documents 1-3， 7， 10， and 11 include 

Shorinin Temple， which is one of the two m句ortemples in Ohara; and documents 6 and 17 include the Onagase 

village. These documents generally include the name of the forest; the forest owner's name; and the northern， 

southern， eastern， and western boundaries of the forest. Some documents also mention a sort of forest-related tax 

This tax is presented for each forest unit as a number of bundles of firewood (Kuroki) 

Documents 8 and 9 are reports submitted to Sohemon from the Shorinin Temple. The content of both reports 

is related to landslide damage incurred in Gonyubokuyarna and the countermeasures practiced by the forest owner. 

Documents 12-14 are indirectly related to forest management works. Documents 12 and 13 include brief 

explanations of the historical development of the tax levied in bundles of firewood. Document 14 is a 

charcoal-production agreement made between nine villages. The document mentions that residents of the village 

of Kodeishi asked Sohemon for permission to produce c:harcoal. Documen 
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Kozue T AGUCHI, Koji MATSUSHITA, Hideo UNO: Historical documents relating to forestry and 

forest products in Ohara, Kyoto, Japan (4): Documents relating to forest management by Kimura 

Sohemon, magistrate of Gonyubokuyama 

Ohara had traditionally supplied forest products to downtown Kyoto prior to World War II. A number of 

historical documents concerning the history of forestry and forest lands in Ohara are available. Previous articles 

have introduced some of these documents, which related to (l) the production and sale of firewood from the Edo 

Period to the early Meiji Period, (2) Kimura Sohemon, governor of the forests in Ohara through the Edo Period 

and the beginning of the Meiji Period, and (3) the transfer of forest ownership to temples in Ohara throughout 

the Edo Period. 

This article (4) introduces 19 historical documents related to forest management by Kimura Sohemon, magistrate 

of Gonyubokuyama, who managed forests in Ohara through the Edo period. The forest management work of 

Sohemon and his staff is partially revealed through these documents. In this article (4), the documents are 

presented in chronological order, with the exception of document 19, for which the date is unknown. 

Documents 1-4, 6, 7, 10, II, and 17 resemble databases on the forests governed by Sohemon, which are 

referred to as Gonyubokuyama. Most documents related to Ohara refer to the same eight villages, but in these 

forestry-related documents, an additional village, Kodeishi, is sometimes included as well. The area included in 

these databases varies: document 4 includes all nine villages of Ohara; documents 1-3, 7, 10, and II include 

Shorinin Temple, which is one of the two major temples in Ohara; and documents 6 and 17 include the Onagase 

village. These documents generally include the name of the forest; the forest owner's name; and the northern, 

southern, eastern, and western boundaries of the forest. Some documents also mention a sort of forest-related tax. 

This tax is presented for each forest unit as a number of bundles of firewood (Kuroki). 

Documents 8 and 9 are reports submitted to Sohemon from the Shorinin Temple. The content of both reports 

is related to landslide damage incurred in Gonyubokuyama and the countermeasures practiced by the forest owner. 

Documents 12-14 are indirectly related to forest management works. Documents 12 and 13 include brief 

explanations of the historical development of the tax levied in bundles of firewood. Document 14 is a 

charcoal-production agreement made between nine villages. The document mentions that residents of the village 

of Kodeishi asked Sohemon for permission to produce charcoal. Document 18 suggests that it was necessary for 

a villager to obtain permission from Sohemon if he wanted to sell his house and lands when forest lands were 

involved. 

Documents 5, 15, 16, and 19 are partially related to the cutting activities in Gonyubokuyama. In document 5, 

some woods in Gonyubokuyama were needed for construction materials, and some people including Sohemon's 

staff planned to visit the Gonyubokuyama. Documents 15 and 16 are memoranda related to cutting activities in 

Gonyubokuyama, and document 19 refers to standing trees in and around Gonyubokuyama. 

These documents reveal that the relationship between forest owners and Sohemon was not limited to the 

payment of a tax levied in bundles of firewood and the management of registered standing trees. Instead, the role 

of Kimura Sohemon in forest management in Ohara appears to have been similar, to some degree, to that of the 

current forest administration office. 
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